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は じ め に

この報告書は、佐賀県関業基盤整備事業等の施行に先立ち実施しました埋蔵文化財確認瀾査の記

録をまとめたものです。

本県には先史時代以降の遺跡が多数存在しており、その密度の高さと頂要性ならびに国際性は全

国的にも注目を浴びているところです。

県教育委員会では、これらの:J!t重な文化財の保護と農業碁盤整備事業等との讃整を図るため、埋

蔵文化財の確認閾査を実施し、その記録の保存に努めています。

今回、平成7・8年度農業基盤整備事業等施行予定地区の文化財確認潤査を実施した結果、先史時

代ー江戸時代にわたる各時代の遺跡 ・遵物が確認されました。

本苔が、只重な文化財を県民の共有財産として大切に保存していくための沢料として、さらに学

術資料として活用していただければ幸いです。

この文化財調査にあたって、御協力をいただいた文化庁 ・県農林部 ・県店村農地整備局 ・各市町

村教百委員会 ・土地改良担当課・農林担当課並びに地元関係各位に対しまして、深くお礼を申し上

げます。

平成9年3月31日

佐買県教育委員会

教育長川久保 善明
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本びは国庫補助を受け、平成7.が印度に施工計画の佐賀県農菜基盤整備llf菜等に先行して、平成7年腹に潤査

を実施した佐竹県農菜基盤整偏事菜等に伴う文化財潤査の報告打である。

確認閥査は1関係市町村教"f.f委は会の協力を柑て書佐買県教f:1委貝会が行なった。

トレンチの位ii1区1作成、遺構の実梱、写真掛影は各讃査Rが行なった。

追物の整理 ・実測 ・製図 ・報告l1f作成作菜は、佐買県文化財陳 （神埼八子事務所）で行なった。

．遵物整理・・……•••中品美須三 • 田中ハルミ

・図面整理・・・・・・・・・・・・山口美佐子 ・江島美恵子 ・_I:.瀬光子

・ 地図等製図……• ••三好文子

本;!fの執策は下記の分捐で行なった。

法補 （佐双県文化財課）

m-s、N-17・・・・・・・・・・・・・・..·· •··............ ............ JII副兵理子 （佐賀駄文化l!:ti慄）

睦（中原町教'ff委い会）

浩二 （上峰町教育委員会）

I、D、m-1-s、y.................................... 松尾

[Vー1、J¥'-2・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・・・・・ 太田

1¥1-3 ·· ·· ······· ·· ···· •······ ·· ········ ··· •···· ·· •······ ···· ・・鵡田

IV-4 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・00・・・00"'"""'""'"'"''''・ ・・楠本

IV-5 ......................................................... 前田

IV-6、9、10・..・・・・・.. ········· · ·· • ········ · ··· • · · ········ ·· 11」ロ

JV-7・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・"・・・............... 古買

正：I: (佐買市教有委H会）

達男 （佐賀市教m江狂~)

一郎（佐費市教行委只会）

JV-8 ......................................................... 角

IVーll"・・・・・・・・・"・・・・・・・・・・・・・・・・"・""""・""・"・"・"".岩永

IV-12・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・"・・・・・・・・・・・ い
IV-13 ......................................................... に田坂

IVー 14······ ······ · ······ ·········· · ·· • · ·· · ·· ······· · ·········· 内田

N-15・・・・・・・・・・・.. ・・・・・.. ・・・・・.. ・・・・・.. ・・・・... , ............... 藤井

N-15 ......................................................... 有光

れ彦（佐買市教行委H会）

信一郎（佐買市教rt委い会）

雅彦（多久市教育委只会）

貞紹 （佐買県文化財課）

聡 (l?J津市教村委員会）

孔明 (f.lJ津市教育委貝会）

浩司 〇把前町教行委員会）

宏之 （玄海町教行委月会）

6
 

向洋（伊万里市教行委U会）

本内の川.IVについては各潤査捐当者より提出された 「確認潤在結果報告因」ならぴに 「発掘潤充実紐報告

円」を引用し、 一部加筆した。なお、 「土壊」や 「・・・ 跡」の表記等については統一を罰り、また、 一部表

JV-18・ ・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・船井

現を変えたところがある。これらの文内は紺紐者に屈す。
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本｛りに用いた方位は、原則として座控北と し、磁北を用いた場合はその旨を明記した。

挿図中の■は追構・遺物が確認されたトレンチ （試掘坑）、Dは辺構 ・遠物が確認できなかったト レンチ（試

ー一ーは想定される遺跡の広がりを示す。

，
 

掘坑）．

本内の編船は松尾法博が相当した。
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I. 調査に至る経過

1. 平成7年度農業基盤整備事業等に伴う文化財確認調査

(I)農業基盤整備事業等に係る協議

県農林部と県文化課が昭和53年4月に締結し、昭ll159年4月に一部改正した「農業基盤整偏専業に係る埋蔵文化

財の保護に関する確認事項」に甚づいて、平成7年9月に平成研湛t農業基盤整偏事業施行計画についてギ菓担当部

局から文化財保護担当部局へ協譲が求められた。

平成呼邸エ琳地区のうち踏査 ・文化財確認潤査の対象となった地区は、佐費東部地区（．砧栖市・中原町 ・千代

田町・東脊振村・脊振村・ 三瀬村）33.2ha、佐賀西部地区 （佐賀市・川副町 ・大利町・三日月町 ・多久市・窪士

町・小城町・有田町・西有1f1町） 162.Sha、佐霞南部地区（痕島市・武雄市 ・太良町・江北町 ・塩田町 ・大町町 ・

福布町・山内町 ・北方町・イ引・明町 ・娯野町）62.0ha、佐賀北部（伊万里市 ・北波多村・浜玉町・ 七山村・厳木

町・相知町） 185.Sha、佐費上場地区（店沖市 ・鎖西町・肥前町・玄海町・呼子町）59.Zhaの合計502.Thaである．

関係する塁菜碁盤整備事業として、県営圃場整備事業・ 千拓地等農地整紺事菜 ・県営土地改良総合市菜 ・団体

営圃場整錨事粟をはじめ、農業構造改蒋事業・ 11.1村恨興農林漁菜対策事業・農地等鉱も復旧事業・広域甚幹林道

事菜・導水事業等多岐にわたっている。

施行主体は九州農政局筑後川下流用水事務所，伊万里開拓亭菜所所管の国営、佐打県農村農地整偏局所管の県

営、市町村所管の団体営事業に区分される。また、水資源開発公団所管の筑後）II下流用水事業に伴う協議 （佐賀

市•三田川町）もなされた．

(2)文化財確認講査

協犠された項菜計画地区 (I区）の設計図については、佐賀県遺跡地図で位誼を確認するとともに現地踏査な

どの結果をもとに検討を行なった。検討に際しては、関係市町村教育委貝会の文化財担当職貝の協力を得て、梢

報の収岱を行ない｀遺跡が立地する自然刃境等を含めてギ前の検討を進めた。

更に、各事菜計画地区については、関係市町村教行委貝会の文化財担当職月と共に現地踏査を頂ねた。

その結米、遺跡の存在が予測され確認潤査が必要と認められた地区 （表2)について、 当該市町村の教育委只

会・士地改良祖当課・県農林部、昂農村農地整備局との第1回目の合同四者協議会（「平成8年度農業基盤整紺事菜

に係る文化財の保護の協議会（第1回）J}を凩教育委貝会が主催して平成7年10月11日に開催した。協謙会におい

ては全体協議の後、市町村毎に関係者による個別協議の場を設け、半菜計画の概要説明、現地踏査等の検討結果

の報告、確認讃査の計画的・ 円消な実施にあたっての打ち合せを行なった。

その協議会での合意に従って文化財確認関査は原則として、佐賀上場地区など稲刈りが早く終fする市町村で

は10月下旬から開始し、その他の市町村でも安の種蒔き時期との関係で12月上旬までの間に実施を予定した。

実際の文化財確認潤査は、関係市町村枚宥委員会の文化財揖当職貝の協力を祖て、稲刈りが終了する10月下旬

から亥の作付けが始まる12月上旬までの間に行なったが、上物の状況によって適当な時期に関査を行なった。確

認講査は原則として、 2X2mの試掘坑（トレンチ）を20m間隔で碁盤目状に設定し、埋滅文化財の有無、性格、

分布範囲等を讃査する方法を採用した。

(3)開発と文化財保護に係る協講

確認潤査の結果をもとに詳細な遺跡分布図を作成した。確認された遺跡は、佐貸束部地区14_,SOOm',佐賀西部

地区63,700m'.佐費南部地区194.000m',佐双北部地区l,312r.rf.佐賀上場地区12,740m'の合計286,252rrlであった．

-J-



この確認潤査の結果をもとに、関係市町村教rt委目会が主体となって開発事業担当部局との個別協議が行なわれ

た．

農業甚盤幣紺工事等が遺跡に影響を及ぼす地点については、水路位誼の変更、盛土による田面高の嵩上げ、圃

場の区画変更等の設計変更を中心に、技術的 ・経済的に可能な保存方法を検討し、開発事業計画と文化財保護に

関する讃整を行な った。この間、事棠捐当部局には、設計変更に関して積極的に対処していただいた。個別協議

を進めるなかで、埋蔵文化財の保.('(-のために数度の設汁変更を行なったが、やむを円ず農業碁盤整偏］こ半等によ

り埋蔵文化財の保存が~;可能となったとなった地点においては、文化財潤査の方法 ・時期等についての協議を進

めた。

このような俯別協議を経て、平成7年12月15日に第2回目の合同四者協議会（「平成8年度農業苓盤整絹事業に係

る文化財の保謹の協議会（第2回）j)を開催し、平成8年度の事業計画と文化財の保護についての位終的な閤整が

行なわれた。この瀾整会議においては、各地区の平成Si¥-度の文化財閥査の而積 ・潤査方法 ・潤査時期等について

の潤整がなされたが、一部の地区については工事設計の詰めの作業と併せて、個別協譲を平成7年度未まで継絞し

た。

これらの協議を経て、平成7年度以前に確認潤在を実施した分を含めて、平成8年度及び平成9年度以降の：[$Jt 

画を考慮に入れた穀終潤整がなされた．これによって、平成8年度工事施行予定地内の大部分の道跡は盛±工法

等の採用による設村変更により迫跡の保.(.f.ヵll)ijられ、残る40,705m'については平成8年度に発掘潤査を実施して記

録保存を図ることとなった。

II. 調査組織

1. 調査主体

佐買県教t1委員会 (,J, 務局：佐貸県教育庁文化財課）

2. 総括

（事務局長） 高品忠平 県文化財課長

（次 長） 木下 巧 県文化財課参事 深町凸司 県文化財課長補佐

3. 庶務

岩瀬茂生 県文化課庶務企画係長 久保信行 県文化諜庶務企画係主査

餐崎投彦 県文化課庶務企画係土虹 富窪追代 屈文化謀庶務企画係主事

4 調査

（潤在主任） 田平徳栄 屎文化財課長補佐、管理・指導班長

（関査只） 西田和己 県文化財課管理・指導班企画潤整主な

徳•~fllj久 原文化財課行理・指導班企西閲整主査

松尾法博 県文化財課管理 ・指導班主在

徳水 1-1紹 限文化附課行理・指荘班文化財保護主事

武谷 ~1彦 限文化財課管郎・指導班文化財保殺主事

iii/II 浩文 保文化財課管理・指導班文化財保護主事
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川屈I)呉理子 県文化財諜潤査班文化財保護主事

福田義彦 佐竹市教'tt委H会文化課文化財係長

占賀 ，t;!'(彦 佐買市教育委貝会文化課文化財係事務吏貝

三代 俊 行 佐賀市教n委a会文化課文化財係事務吏貝

石梃 新次 烏栖市教'ff委日会社会教＃課文化財課主在

内Al :rL明 盾rl!市教育委員会文化財課文化財係事務吏貝

科塚啓介 多久市教行委員会社会教rr課社会敦脊係布務吏n

船井向洋 fJt万里市教ff委日会生雅学習諜文化係事務吏U

荒谷義喜 伊ガ出iii教行委は会生涯学を／課文化係事務吏R

加田隆志 廂ぬ市教育委n会生涯学習課事務戦fl

太田 睦 中原町教有委貝会社会枚有課社会教有係主査

堤 安信 千代田町教行委Q会社会教行諜主社

谷澤 に 大和町教ff委目会社会教有課文化財保臆主i11

:;,, 俊 剛 -i;{:J:llf教ff委H会社会教有課主事

永田稲出 三日月町教＃委H会社会教脊課主<Ii'.

堀苑揺志 鉗洒町教有委ft会社会教有課．主事

有光宏之 玄海IIT教ff委員会社会教行課主平

藤井浩司 肥前町教'f-l委員会社会牧ff課主>If

中村 疫郎 呼子町教育委貝会社会敦有課主事補

5. 調査協力

佐買市教-(1'委は会 大利lfllf教育委U会 呼子町教育委員会

、{1栖市教行委員会 布士町枚'¢(委U会 打田町教＃委t4会

1船：11市教村委目会 三□I'!町教育委H会 西有田町教育委員会

多久市教村委日会 小城町教'(:{委員会 山内町教ff委日会

武維,Ii枚育委員会 浜玉町教育委只会 北方町枚tr委貝会

伊万里市教＃委U会 七山村教脊委い会 大町LLF枚行委n会

鹿島市牧甘委目会 厳木町教付委は会 iI北町教f-i委日会

巾原町教育委U会 相知町枚存委い会 有lり1町教有委只会

1-. 峰町教育委は会 北波多村教h唆貝会 福1:S~T教fl委日会

千代田町教育委貝会 鋲西町教有委員会 太良町教＃委只会

束存恨村教-(f委U会 玄海町教f.1'委H会 塩田町教育委R会

脊根村敦f:t委員会 肥I川町教hぐ委,-1会 紺野町教rt委日会

三瀬村敦有委H会

九州店政li;J筑後川下流燐業水和1ポ業所

九州農政局fJり万里開拓事菜所

水預源開発公団筑後川7憎;1m水建設所
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佐賀県農地農村整備局農村計画隅

佐賀県農地農村整偏局農村整偏課

佐賀駄農地農村整偏局農地保全課

佐賀県農地農村整備局林政課

佐賀県農地農村整紺局森林整紺課

佐賀県農林部佐賀中部農林事務所

佐賀県農林部鳥栖農林事務所

佐賀県農林部唐沖農林事務所

佐賀県農林部武雄農林事務所

佐賀県農林部伊万里農林事務所

佐賀県農林部鹿島農林琳務所

各市町村土地改良祖当課・農林担当課

地元各位

6. 調査指導

三溝博之 國学院大学助教授
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図I 平成 7年度農林業碁盤整紺事菜守に伴う文化財潤脊地区位誼図
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平成7年度
農林業基盤整備事業等に伴う文化財調査地区位置図

表 1 牒菜基盤整備事業等に伴う文化財閲在一買（平成7年度実施）

有明濱
凡

＝＝＝＝＝＝＝ 
— •) し ・ンー一~

例

高速 道 路

一般国道（指定区間）

一般国ill(J冨定区閏外）

主饗地万 ill

穀県 道

置i ill 

界

界

界

二
tt
＿県
＿
市
＿
町

竺村

確 認 潤 査 発 掘 関 森

地 区 市町村名 工事 地区名 市町村名 這跡名 略牙

,C, 栖市 J 九千部山横1析 ① 前田原遺跡 MED 
中原町

2 中原北部 （伐原） ② 野田迫跡 NOD 
佐R東部地区 中~ii町

3 中原北部 （綾部） 上峰町 ③ 災六本松遺跡 TTR 

千代田町 4 佐買東部 （干代Ill)三l:ll川町 ⑰ 下中杖遺跡 SNT 

5 金立南部 ④ 西千布遺跡 NCF 

6 鍋島 ⑤ 友J'.l迫跡 TBS 

佐竹市 7 兵庫西部 ⑥ 金立遺跡 KI R 

8 兵庫西部 （東淵） 佐買市 ② 下lll泉一本椎遺跡 SI$,..,. 

9 久保泉西部 ⑧ 牟田寄遺跡 MTV 

大和町 10 佐賀西部導水 ⑨ 妙常寺北遺跡 NJK 
佐買西部地区

川副町 II 屹分 ⑩ 妙常寺M遺跡 MJM 

多久iii 12 本多久 多久ifi ⑪ 岡追跡 OKA 

13 衣士北部

官士町 14 佐賀北部

15 農免農辺（関屈｝

三8月町 16 佐買西部導水

脆局市 17 飯田 江北町 ⑫ 焼石迫跡 Y KS 1-s 

佐買南部地区 f.[北町 18 江北

太良町 19 ff福

20 滝野線 伊万里iii⑱ 宜ノ前北遺跡 MIY 

21 東分

22 久原
伊万里市

佐沢北部地区 23 木須（里）団地

24 木須西団地

25 平山団地

北波多村 26 I況岳

27 和多田（上場0期） ⑬ 唸透遺跡 KUM 
唐津市 店津市

28 誌・枝去木(J:揚0閉） ⑭ 八椙酎留第n遺跡 HODD 

鎮西町 29 塩詑（上場） 肥前IIT ⑮ 赤坂日遺跡 AKA OJ 

佐釘上場地区
玄海町 30 山ノ田 玄淘町 ⑯ 長倉迫跡 MRK 

肥前町 31 納所

呼子町 32 小川島
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表 2 農業基盤整備事業施工予定地区内文化財確認調査 （平成 7年度実施）

地 区 市町村名 工事地区名 所 在 地 確認調査対象面積(ha) 潤 在 結 采 潤査出当者 備 考

鳥栖市 九千部山横断 烏栖市河内町 延長 1,200m 中世城郭閃連 石橋 勝尾城跡関連（ワカヤマノトリデ）

中原北部（蓑原） 中原町大字蓑原 11.9 奈良時代ー中世集落跡，中世火葬墓 太田 野FEI追跨
佐双東部地区 中a;i町

中原北部（綾部） 巾原町大字原古賀 1.8 縄文峙代ー中世集蕗跡 太旧 拾低遠跡

千代田町 佐費東部（千代田） 千代田町大字下板 10.0 迫跡は確認されなかった。 堤 藤ノ木東分遺跡

金立南部 佐賀市金立町大字千布 7.0 弥生時代（中期）～中世集落跡 福田松尾 束干布遺跡・久宮遠跡

鍋島 佐賀市鍋島大字森田 40.0 中世～近世集落跡 古賀 森田遺跡・江頭遺跡

佐賀市 兵庫西部 佐賀市兵庫町大字下淵 40.0 遺構はほとんと割平されていると考えられる． 福田・三代 （伝）長泉寺跡

兵庫西部（東潟） 佐賀市兵庫町大字淵 35.0 中世集落跡 市川 淵/II城跡

久保泉西部 佐賀市久保泉町大字JII久保字上分 0.17 古墳時代～奈良 •平安時f~落跡 福田 川久保松原遺跡

佐賀西部地区
大和町 佐奴凸部導水 大和町大字久留問字行者 1.1 弥生時代・奈良時代楳落跡 谷沢 牟川遺跡

川副町 咤分 川副町大字咤分 17.0 遺跡は確認されなかった。 市川 未周知

多久市 本多久 多久市多久町 10.5 縄文時代（後期）集落跡 高塚 西の原西遺跡

宮士北部 宮士町大字古場字大前田 6.3 遺構はほとんど削平されていると考えられる． 宗｛俊西田 大前1:1.l遺跡

宮士町 佐貿北部 富士町大字古場字松恭 延長 400m 遺構はほとんど削平されていると考えられる． 宗像・西田 古場遺跡

農免店道（関屋） 富士町大字関屋字山口 延長 1,640m 遺椙はほとんど削平されていると考えられる。 宗像・西田 馬場野遺跡

三8月町 佐双洒部導水 三日月町大字辺辺字緑ほか 延長 1,700m 遺跡は確認されなかった。 永田 未周知

鹿尚市 飯田 鹿島市大字飯田 ll.O 逍跡は確認されなかった． 加田 未周知

佐賀南部地区 江北町 江北 汀北町大字上小田 19.4 弥生時代～近世集落跡 徳店・磁永 焼石逍跡・馬場北遺跡

太良町 伊福 太良町大字伊福字立目 8.2 遺跡は確認されなかった。 徳永 未周知

滝野線 伊万里市山代町13南郷 延長 1,500m 迫構はほとんと割平されていると考えられる。 荒谷 日南郷遺跡・日南郷土塁

束分 伊万里市山代町東分 4.2 遺構はほとんEfjlj平されていると考えられる． 荒谷 栞山碑'.I:松遺跡•七田遺跡•水給遺跡

久原 伊万里市山代町久原 14.5 縄文時代（晩期）遺物包含序 流谷 筒ノ原遠跡・城休遠跡、盛土保存
伊万里市

縄文時代俄期）包含局 ・古卵時代包含層・ 中世染落跡•中世貝叫佐賃北部地区 木須（里）団地 伊万里市木須町字宮ノ前 8.0 船井・荒谷 宮ノ前北遺跡

木須西凶地 伊万里市木須町字木須西 15.7 追跡は確認されなかった。 荒谷 未周知

平山団地 伊万里市脇田町平山 11.0 遺格はほとんと哨IJ平されていると考えられる． 荒谷 未周知

北波多村 岸岳 北波多村大字志気3619ほか 10.5 道跡は確認されなかった。 徳永 未周知

唐津市
和多田（上場11期） 府津市和多田本村 延長 710m 遺構はほとんと哨lj平されていると考えられる． 内田 本村遺跡

佐志•枝去木 上場n 期） 庖津市枝去木・八ノ木甚蔵山 延長 2,000m 遺楕・遺物は確認されなかった。 内田 太閤逍跡・馬部甚蔵山遺跡

鎖西町 塩鶴Uこ場） 鉛西町大字塩粒 13.2 弥生時代姦地・中世梨落 堀苑 塩鶴迅跡
佐賀上場地区

玄海町 山ノ田 玄海町大字有浦J:字猪爪 5.0 遺梢はほとんと渭ll平されていると考えられる。 I 有光 未周知

肥前町 納所 肥前町大字納所字太田ほか 18.1 旧石器時代包含層 藤井 太田遺跡

呼子町 小川品 呼子町小川島1563ほか 0.99 迫跡は確認されなかった。 中村 未周知
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表 3 平成 7年度 農業基盤整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査一覧表

地 区 市町村名 J.:ll'地区名 略号 所 仕 地 閲査而積 潤査主体者 潤森担当者 遺 跡 の 内 容

1 前田原追跡 MED 三養基郡中原町大字蓑原字前田原 3,000m' 巾6)!町教有委貝会 太田 縄文時代北落跡、奈良時代一平安時代集落跡

中原町

佐費東部地区 2 野田遺跡 NOD 三養碁郡中原町大字投原字野田 4,500m' ’‘ 太田 奈良時代～平安時代集落跡、中世墓地

上峰町 3 堤六本松遺防 TTR 三秀碁郡上峰町大字堤一本柳 13,000m' 上線町教育委貝会 鶴田 縄文時代・奈良時代一平安時代集落跨

4 西千布遺跡 NCF 佐貨市金立町大字千布 8,500m1 佐費市教背委員会 楠本 弥生ー近世集落跡

5 友貞遺跡 TBS 佐賀市金立町大字千布 1,300面 ’’ 前田 弥生時代・平安時代～中世集活跡、中世舷跡

6 金立遺跡 K1R 佐賀市金立町大字大門 2,300m' ’’ 山口 弥生時代墓地、中世～近世集落跡

佐双市 7 下和泉一本椎遺粉 SIS 4-9 佐費市久保泉町大字下和泉字一本椎 4,532m' ’’ 古賀 弥生時代～近世集蕗跡

佐賀西邸地区
8 牟田寄遺跡 MTY 佐賀市兵庫町大字瓦町 2,647m' ’’ 角 弥生時代ー近i財ぃ落跡

9 妙沿寺北遺跡 NJK 佐買市兵庫町大字渕字下渕 2,300m' ’‘ 山口 中世～近世集落跡

10 妙常寺南遺跡 MJM 佐安市兵庫町大字渕字下渕 2,300m' ‘’ 山口 中世～近世集落跡

多久市 11 岡遺跡 OKA 多久市多久町1尚 7,695m' 多久市教育委貝会 岩永 縄文時代・中世集落跡

佐賀南部地区 江北町 12 焼石遺跡 YKS 1-5 杵島郡江北町大字上小田字権現，小路 3.276m' 汀．北町教育委員会 徳永 弥生時代墓地、中世～近世城下集落跡

13 雲透遺跡 KUM 唐津市液字嶼透 3,100m' 唐津市教百委貝会 にEfl坂 弥生時代集落貝塚

唐津市
14 八幡溜第0迫跡 HDDII 唐沖市佐志字浜町 500m' ，， 内田 旧石器時代包含層、奈良時代～平安時代煉跡（？）

佐賀上場地区

肥前町 15 赤坂m遺跡 AKA 束松浦郡肥前町大字赤坂字太田 560m' 肥前町教育委月会 藤井 旧石器時代一弥生時代集落跡

玄海町 16 長倉遺跡 MRK 東松浦郡玄海町大字長介字鬼塚954 1,300m' 玄海町教育委員会 有光 弥生時代宴地、中世石敷遺構

筑後川下流用水事業 三田川町 17 下巾杖遺跡 SNT 神埼郡三田川町大字豆田 420m' 佐買県教育委員会 /II副 弥生時代・中世集落

国営伊ガ里開拓祁業 伊万里市 18 宮ノ前北遺跡 MIY 伊万里市木須町字宮ノ前 1,273m' 伊万里市教育委員会 船井 縄文時代墓地・古墳時代慕地・中世集落跡
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ill. 平成 7年度文化財確認調査の内容

I. 佐買東部地区の潤在

図2 佐買東部地区周辺地形131(S=t:100.000) 

I .Cl栖iii(九干部11』横断線）

2 中原町（中原北部地区頁原工区）

3 中原町（中原北部地区綾部:[区）

4 千代Ill町（佐買東部地区千代田工区）
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(1) J.~ 栖市（九千部山横浙線）

九千部山横断線（図3)は、平成が1湛t広域碁幹林逍九千部山横1祈線事業に伴い確認潤究を実施した。

潤査は、 .Gt栖i「河内町の約J.2ha(延長1,200m)対象に行なった。

潤究対象地区は、脊探山系東部の城山（樅裔501.3mlの南鳴急ltii俗1地、 l'ifli370m前後に位沢し、これより勝尾

城下町這跡全体を腑観できる。

勝尾城下町遺跡は戦国時代 (16世紀）に束肥前が,,心に筑前・筑後まで勢力をふるった戦国大名 「筑紫氏」の

城下町迫跡である。勝尾城は 「北肥戦史Jによると応永30年 (1423)少弐氏によって太＊府を追われた鎖西探題

渋JII義俊によって築城されたとされ．その後、筑紫氏の届城となっており、天正14年 (1586)品i'lt氏によって落

とされた後、廃城となったらしい。

近年の閑査で、勝尾城下町辺跡の様相が次第に明らかになりつつあり、平成元年度にl洞島整備事菜に伴い実施

した山浦新町遺跡の潤在では城下町の追構と思われる町且跡を検出している。

勝尾城の基本的構成は城1J」南麓の四阿/IIに沿って谷の最も奥から「館」 ・「寺社」 ・「武敷」 ・「町届」の顛

に城下が形成され、これら城下を防備するため、南北の山稜に本城（勝尾城）を中心に1iつの支城が配~'1 される。

この東西に狭長な谷内部が城下であり、周囲の山稜にはこの城下中枢を防御するための城郭群が配収され山城を

構えている。城下中枢域は谷内部を遮断する大規校な空堀と土異によってIRl;IJられ、それぞれ特色のある 4つの

空間を形成している。これらの遺構群は典型的な戦国時代の城下町の姿を示すものとして注目されている。

また、対象地区の南側には、古代以米の古社である四阿樫神社が所在している。さらに、勝尾城の支城として

は、 ・i,:s籠城・鷹取城 ・鋭城などがあり、堀切及び1111輪など追構の旧存状況も良好である．

九千部山横断線2-1工区では．糾2mのトレンチを6ケ所設定して行なった。 標秘250mの地点で人力による確認

閲査を実施し、記録作成後、埋め戻しを行ない．旧状に復した。，積査の結米、追構・迫物は確認されなかった。

しかしながら、潤在対象地に隣接して弘法大師信仰の流谷薬師堂がある。ここには、貞和2年銘の板碑があり、ま

た、数段からなる平坦部から土師器片、石鋭片の散布があり、室町期の寺院の可能性があるため林逍工事に探し

ては注怠を要する。

九千部山横術線2-2エ区では幅2mのトレンチを7ケ所設定して行なった。工事対象地区一術は、城山（勝尾城）

を中心とする戦国時代の城及びその城下町と して周知されており今回の潤査対象地区は書勝尾城二の丸から2<l0m

ほど下った南側斜而に位骰し、勝尾城と 「ワカヤマノトリデ」との中IIりに位誼している。な傾f.l地のため人力に

よる確認潤在を実施し、記鉗作成後、埋戻しを行ない旧状に復した。

潤森の結果、第3トレンチで迅構及び迅物を確認したが、その他のトレンチでは辺構・辺物ともに確認できなか

った。確認した追構としては、列石追構および焼土 ・炭化物があり、列石逍構の下から土師器小Olli点が出土した。

第3トレンチ周辺はやや谷地形になった地点であり、確認した列石迫構は｀焼土および土師器小llllの検出状態から

祭祀関述の特殊な追梢とも考えられるが、今回の確認閲査では立木のI関係でトレンチの拡張ができなかったため、

迫構の広がり及びその性格は明らかにし得なかった。

現状では迫構の広がりは、さしてないものと考えられるが勝尾城に1関述する追構と捉えられるため、その性格

を把船するための潤査が必要である。
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(2) 巾原町 （中原北部地区致l以工区・ ,11原北部地区綾部工区）

叩；i北部地区投原工区（図4)は、 三蓑基郡中原町大字殺b;!の約lOhaを対象に行なった。

潤在対象地区は、脊振山系から南に延びる台地の東側縁辺部及び谷庇平野である。 ，~,査地は．歴託35-45mを

illる水田部 ・畑地である。対象地区は、弥生時代一古項時代の散布地として周知されている野田追跡（中原町

2014・3016)の範囲に含まれている。今回の関査対象の北側では、平成7年度に本潤充実廂しており、 8世紀代の

溝および戦国時代の火葬硲などが検出されている。また、対象地区の北側には前田bi!迫跡（中原町100'2・2005・

3006)が、西隕には植松遺跡 (r!源町2014・3016)があり、特に前田原迅跡からは、古閉1甚、古t(l時代前期の住

居跡および平安時代の土演などが検出されている。潤脊ば、対象地のうち迫構が存在する可能性が瓦い約

12,000m'について、 IIケ所のトレンチを設定し． 掘削機および人力で行なった。その結果、確認した迫構として

は、溝および小穴があり、土器片が出土したがg的には若干である。

今回の確認潤査の結果および潤究対象区北側の状況から総合して考えると、当該地区には、奈良時代ー較固時

代にかけての迫跡が存在することが明らかになった。なお、潤査区北膳で検出された溝跡については性格、規模

について今回は十分な把握ができなかったが今後、検討を要する。

中原北部地区綾部工区（図5) は、 三秀碁郡•l•原町大字原古買の約l.8haを対象に行なった。

謁在対象地区は、脊振山系から南に延びる台地の東側縁辺部に位別し、東側には寒水川が流れている。潤査地

は、襟'{;Jj33-43mを計る。 対象地区は、縄文時代ー中世の散布地として周知されている拾徳遺防（中原町1017・

2029・3042・4010・5015)の範囲に含まれている。特に．宮山の南側にあたるため中世の館跡などが存在する可

能性がある。対象地区の北側の丘陵上には、縄文時代ー中世の辺物散布地である綾部七本松辺跡（中原町1015・

2029・3042・4008・5014)、松谷道跡（中原町1016・2027・3034・4009・5013)があり、また、寒水川をはさんで

束側には弥生時代～古tj'j時代の散布地である本村追跡が存在する。関査は、蕊本のトレンチを設定し、人力によ

り行なった．謁査の結果、確認した追構としては、竪穴住居跡 ・小穴がある。また、出土追物としては、縄文土

器 ・ 黒昭石サヌカイトの剥片 • 土師器 ・須恵器などあるが、いずれもJff滅が苔しいので西側の台地上から流れ込

んできたものと推定される．

今回の確認潤査により、当該地区の一部に追跡が存在することが確認された。しかしながら．迫跡の存在する

地点は台地の縁辺部にあたり、寒水川の氾濫や後世の削平などにより遺構の密度は極めて薄い様相を呈している。

また./J¥:I: した追物も流れ込んできた状況を示しており、遺構に伴う迫物はほとんどなかった。

(3)千代田町（佐賀東部地区千代田工区）

佐買東部地区千代田工区は、神埼郡千代田町大字下坂の約!Ohaを対象に行なった。

閲在対象地区は、千代田町の東部、 三根町との現に位買する．田手JIIの右岸に位誼する沖積平野で、平均椋邸

3.2mの平坦地であるが、地区内には数箇所の徴硲地が存在していた。対象地区内には、弥生時代～中世の散布地

として周知されている藤ノ木東分辺跡があり、西方には藉ノ木西分遺跡、南方には柳島氾跡が存在する。 ，~,査は、

掘削機を使用した。掘削を受ける水路予定地に10本のトレンチを設定し、また、2箇所の島状の地形については全

面の表土を剥ぎ、氾跡の有焦を確認した。関究の結果、地山は黄白褐色の非常に締まった良好な土買であったが、

迫構は確認されなかった。なお、出土迫物としては、土師器片を徴屈採集した。
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図4 中原町中原北部 （蓑原） トレンチ配誼図(S=l:3,000) 
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図5 中原北部（稜部） トレンチ配沼図(S=l: 2,000) 
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(I)佐釘市（金立南部地区 ・鍋島地区 ・兵庫西部地区 ・久保泉西部地区）

金立南部地区 （図7)は、平成8年度県営圃場整備軍業に伴い確認閲査を実施した。

躙査は、佐賀市金立町大字千布の約7haを対象に行なった。

潤査対象地区は、金立山麓から南に派生する舌状低丘陵上にあって、標店は6-7mを測る。対象地区の多くが

畑地であり、周辺の水田との比謀差は0.6-0.7m程度である。潤査対象地区はすぺて周知の埋蔵文化財包蔵地であ

る東千布遺跡 (2063・3081・4023・5043)、久な遺跡 (2062・4022・5042)に含まれている．

潤査対象地周辺は、昭和58年以来、発掘潤査件数が増加している。これらの潤査に伴い、東千布這跡1区では視

棺墓群、 2区では中世の集落跡久官遵跡では弥生時代中期及び古f印時代の集落跡、友貞遺跡では弥生時代および

中世の梨落跡を確認している。

讃査は、麻畑部分を中心に40のトレンチを設定し、掘削機により表土剥ぎを行ない、人力で精査した。試掘状

況の写真掛影、平面図 • 土層略図等の記録作成後、埋戻しを行ない旧状に復した。

関究の結果、ほとんどのトレンチで遺構および遺物を確認した。いずれのトレンチでも高畑部分にしては遺構

検出面まで浅く．表土から一0.2-0.3m程度であった。確認した遺構としては、溝・土壌・柱穴・小穴などがあり、

弥生時代、古珀時代、中世の遺構と考えられる。特に、 No4-6トレンチでは東西に走る中世の溝、 NolSトレンチ

では弥生時代中期の遠物を大位に含む溝などを検出し、比較的遺構密度が高い状況が確認された。

出土した遺物には、黒曜石剥片 ・弥生土器（壺 ・視・鉢・ 麻杯・大型虔など）、土師器（壺 ・甕． 杯 .fill . 甑な

ど）、須恵器（甕など）、陶器、磁器などがある．

今回の確認潤査では、作物守の関係で一部分については確認潤究が実施できなかった地点があったが、潤査対

象地区のほぼ全域で弥生時代から中世にかけての遺構・遺物を確認した。讃査区北側では、遺構検出面まで表土

から0.15-02mと比較的浅いところもある。さらに、畑地部分では特に追構密度が濃If/.であり、また、水田部に

おいても洞｀小穴などが遺存している可能性が高いと推定される．

鍋島地区（図8)は、平成8年度県営圃場整備事業に伴い確認閾査を実施した。

閲査は、佐賀iii鍋島町大字森田の約40haを対象に行なった。

潤査対象地区は、佐賀市の西部に位沼する圃場である。標高約3-4mの低平な平野部で、対象地の西側には嘉

瀬川が南北に流路をとっている。対象地の北半分は周知の埋蔵文化財包蔵地（森田遺跡）として知られているが

南半分は未周知となっていた。

濶在対象地周辺は、近年の圃場整備の追展に伴い、遺跡の新発見が相次いでいる。対象地の南側には、121it紀

後半を中心とした時期の屋敷地の一部が確認された大西遺跡や袋田遺跡がある。潤査は、水路・道路予定地を中

心に1切箇所のトレンチを設定し、掘削機による表土剥ぎを行ない、必嬰に応じて人力による桁査を実施した。 ト

レンチの位沼は平而図に記録し、土層断而図を作成、 トレンチの状況を写真掛影した．

濶査の結果、 NolO・37・46・48・113・114・116・118・120トレンチで遵構を検出し、対象地の北東側と南東

側に遺跡の広がりを確認した。 確認した遺構は、中世から近世にかけての溝• 土凛 ・小穴などであり、遺跡の性

格としては秘落跡と推定される。

出土した遺物には、中世から近世にかけての土師器・困磁器が出土している。

今回の確認讀査では、対象地の北東部と南東部において約33.000m'に及ぶ遺跡の広がりを確認した。これによ

り、掘削される水路などについては発掘讃査 （本潤査）の必嬰があると判断され．平成8-9年度に発掘潤査を実
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施することで讀整を行なっている。

また、今回確認した遺跡の範囲のうち、南東部のものについては新発見の遺跡であったので、遺跡の発見の手

続きを取り、 「江頭遺跡」（佐賀市鍋島町大字森田邸7-1'1-)で佐賀県遺跡地図に登録した。

兵庫西部地区（図9) は、平成~度県営圃場整偏事業に伴い確認調査を実施した．

潤査は、佐賀市兵庫町大字下潤の約40haを対象に行なった。調査対象地区は、佐賀市の東部に位ぼする圃場で

ある。標高約33mを測る低平な平野都で、周辺にはクリークが縦横に走っている。対象地の大部分が、埋蔵文化

財包蔵地としては周知されていないが、地区内には「長泉寺跡」と伝承がある墓地が存在する。また、対象地周

辺には淵111城 (5073)が所在する。

潤査対象地周辺の大部分は、埋蔵文化財包蔵地としては周知されていないが平成が印笈の確認讚査で公也点で新

たに遺跡が発見され、翌平成7年度に発掘躙査を実施し、中世末から近世の遺物。遺構が確認されている。

潤査は、水路・道路予定地を中心に50箇所のトレンチを設定し、掘削機による表土剥ぎを行ない、必要に応じ

て人力による精査を実施した。 トレンチの位置は平面図に記録し、土層断面図を作成、 トレンチの状況を写真損

影した。これらの記録作成後、埋め戻しを行ない旧状に復した。

讃査の結果、 No28トレンチで小穴11£を検出した。出土した遺物はま ったく無かった。

今回の確認潤査では、（伝）及泉寺跡は、墓地が圃場の中に狭い範囲で残っているが、寺域の大半は削平を受け

ていることが明らかになった。また、対象地は遺構密度が極めて薄いことが確認され、圃場整偏事業施行につい

て支障はないと判断された．

兵庫西部東沿地区（図9)は、平成ぴ目を県営圃場整偏事業に伴い確認躙査を実施した。

躙査は、佐賀市兵庫町大字淵の約35haを対象に行なった。

讃査対象地区は．佐賀市の東部に位誼する圃場で、標高約3.5-4.0mの平坦低地に位牧し、対象地区の北から束

にかけて巨勢川が大きく蛇行する。

讀査対象地周辺には、南側に沿川城跡 (5073)が位霞するとされるが、平成研弔度の確認頷査では遺構は確認さ

れていない。また、南方400m、東方600mには平成7年度謂査の妙常寺北遺跡・妙常寺術遺跡の発掘調査が行なわ

れており、古項時代 (5世紀）、平安時代～中世の遺構・遺物が検出されている。

潤査は、掘削機により、 2mX2m甚本としてト レンチを掘削し、状況に応じて長さGmまで広げて遺構・遺物の

有無を確認した。 トレンチの位屈は平面図に記録し、土陪浙面図を作成、 トレンチの状況を写真撮影した。これ

らの記録作成後、埋め戻しを行ない旧状に復した。

関査の結果、Nol8トレンチで中世 （鎌倉時代： 13世紀後半）の井戸•土凛並びに溝状の遺構が検出された。 そ

の他のトレンチでは遺構は確認されなかった。

出土遺物は、上記以外では、汲土・床土・クリ ークの埋土より中世から近世の土師器 ・育磁・淘器、古代の須

恵器などが出土した。今回の確認讃査では、遺構を検出したNo18トレンチ付近はク リークによって囲まれる島状

の地形を成しており、現在、これと県道を挟んだ東側No32.33トレンチではNol8トレンチと同の灰褐色粘土を地

山としており、周辺部の粘性の強い暗褐色粘土とは状況が異なる。おそらく、県道を挟んだ現集落付近が徴麻地

となっており、遺跡が存在している可能性が高い。なお、その他のトレンチでは遺構は確認されておらず、湿地

性の地形、あるいは巨勢川の氾濫原であったと考えられる。
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図7 佐買市金立南部 l、レンチ配沼図(S=I : 3,000} 

-22-



図8
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3. 佐賀南部地区の潤在
~,. 
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図14 佐竹南部地区周辺地形固 (S= 1:100.000) 

I. 鹿島市僚i田地区） 2. 江北町 （江北地区） 3. 太良町 （伊揺地区） ①焼石遵跡
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図9 佐賀市兵庫西部（東沿） トレンチ配江図(S=l:3,000) 

-24-



/ 
--- J 

" 
--ゞヽ

-- ， 
--' " -< -

" 

" 

II 

i
 

'̀`'-

，
 

．．
 '‘
 

，
 

'

-

，＇ 

＇ 

9
,
 

｀`
 
1

`

 

r

・9
1
1

'‘,'4 

ヽ｀
 

一

" 

" " 

図10 佐賀市久保泉西部トレンチ配沼図(S=1 : 2,000) 

-25-



(1)鹿島市（飯田地区）

飯田地区は限営lilil場整箭111菜に伴って確認閾査を実施した。

当該地は大良岳火山の造山運動によって作られた谷である。谷の両岸は造山当時の山の傾斜を残し、緩やかに

まっすぐ海の方向にlilt糾している。谷は、 当該地から急に広がり、末端では2つの谷が合流して300mほどの幅に

なっている。

七補地区で同様な立地上にある追跡として西塩届貝塚、西塩屈古団がある。これらの遺跡は丘陵の末端部のほ

ぼ海料沿いに立地している。

掘削機 （バックフォー）により89箇所の躙査坑を設定した。

閲在の結果、辺榊は検出されなかった。また、遺物も確認されなかった。

当該地は飯田日当川および飯田川の氾濫原と考えられ、碁盤約である褐色礫浜じり粘質土の崩壊土および流失

土を中心とする堆積が広がっている。また、部分的には旧河辺と考えられる礫陪などもみられる。良好な包含府

は確認できず遺構・遺物も検出されなかった。したがって、 当該地には追跡は残存しないと考えられる。

(2)江北町 （江北地区地区）

江北地区（偲15・ 16)は、平成7-9年腹中山間地域農村活性化総合事業江北地区（上区・観音下植1場整紺工区）

に伴い確認潤査を実施した。

潤査は、杵島郡江北町大上小田の!9.4haを対象に行なった。

潤在対象地区は、六角川の支流祇園川が作る扇状地一楷に広がる水田部である。楳恥は8.5-30mである。地区

西部から北部にかけて近代に栄えた炭坑関係の施設 ・ ボク山等が存在する。 対象地区内には、弥生時代-•1•世の

遺物散布地である馬場北道跡が含まれるほか、周辺には縄文時代～中世の追物散布地が多数存在する。

潤査は、掘削機により1.5mX3mを原則とするトレンチ150箇所を設け、遺跡の有無 ・性格等を詳在した．

濶在の結果、旧河川 ・谷部を除くほぼ全域で小/¥.土擦 • 井戸状道構等を確認した。

追構の時期は、出土した遺物より弥生時代中期、および中世を中心とするもので、 一部近世の遺構も認められ

る。また、追跡の周辺には、遺物包含阿が確認できた。

トレンチから出土した退物としては、弥生土器、土師器、須恵質土器、黒昭石片、 輪入磁器、近世閾磁器等が

多数出土した。一部古項時代～古代のものと思われる遺物も含まれる。なお、各トレンチより安山岩片が出土す

るが周辺の碁盤が同石であるため、石器/Ill片とは認めにくい。

今回の確認潤査により、潤査対政区のほぼ全域に、弥生時代～中世（一部近世）の集落が広がっているものと

考えられる。

(3)太良町 （伊福地区）

伊福地区は団体歯圃場整紺事業（平成7年度施工3.8ha、平成8年度施工4.4ha 合計8.2ha)に伴い確認閑究を実

施した。潤究対象地区は、伊福Illに1月析された探狂S-30mの谷底平野である．対象地区の北東側丘陵上に椎木迫

跡 (4001古代．散布地）が離れてあるのみで地区内および隣接地に逍跡の存在を知られていない。

聞査は、掘削機により試掘坑（ トレンチ）IO箇所を設け、迫跡有無 ・性格等を試掘した。潤査の結果、いずれの

試掘坑においても河川による堆積と思われる礫層であり、追栴 ・迫物は認めらなかった。

地区内には埋蔵文化財は所在しないと考えられる。
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久保泉西部地区（図10)は、平成研こ度県営闇場整銅事菜（追加編入分）に伴い確認讃在を実施した．

調査は、佐賀市久保泉町大字川久保字上分の約0.17haを対象に行なった。

躙査対象地区は、佐賀市の北部に位荘する圃場である。周辺の大半は農業甚盤整偏事業が終了している。 トレ

ンチ設定部分は巨勢Illの河岸段丘上にあり、現状は畑となっている。地区内には、周知の埋蔵文化財包蔵地（川

久保松原遺跡）が所在している。

平成4年度にJII久保遺跡 ・ Ill久保松原遺跡・御手水遺跡の発掘閲査を実施し、古瑣時代から奈良•平安時代の集

落跡を確認した。検出した遺構には、竪穴住居跡・掘立柱建物跡・溝跡・土濱などがあり、出土遺物としては土

師器（壺・甕・鉢・坪・高J:f)、須恵器（杯など）がある。

調査は、基盤整偏編入圃場（畑）に3箇所のトレンチを設定し、掘削機による表土剥ぎを行ない、必要に応じて

人力による精査を実施した。 トレンチの位れは平面図に記録し、土府断面図を作成、 トレンチの状況を写其損影

した。これらの記録作成後、埋め戻しを行ない旧状に復した．

讃査の結果、 Nol・2・3トレンチで溝、小穴を検出した。

出土した遺物は土師器細片が微只出土した。

今回の確認調査では、（伝）長泉寺跡は、媒地が圃場の中に狭い範囲で残っているが、寺域の大半は削平を受け

ていることが明らかになった。また、対象地は遺構密度が極めて薄いことが確認され、圃場整偏事菜施行につい

て支悶はないと判断された。

(2)多久市（本多久地区）

本多久地区（図II)は、平成8年度県営1i11場整紺事業に伴い確認潤査を実施した。

潤査は、多久市多久町本多久のIO.Shaを対象に行なった。

調査対象地区は、鬼の鼻山系北麗から東流する牛浄Illまで緩やかに傾斜する丘陵地の中ほどに位誼する水田地

帯である。讚査区内南燦を四この川が流れ、ほどなく合流し古野川となり牛津川へと流れ込んでいる。

躙査対象地周辺は、農道を挟んで西側には、平成7年度に本躙査を実施し、小穴や溝から縄文時代後期の土器が

大量に出土した岡遺跡が所在している。また、500mほど南の林の中には唐人古場窯跡があり、窯辺具や特殊な焼

物が出土していおり、朝鮮人の陶エが築いた窯と推定されている。

讃査は、掘削機による表土剥ぎおよび試掘を行ない、必咬に応じて人力による精査を実施した。躙査状況の写

真撮影、平面図・土層略図等の記録作成後、埋戻しを行ない旧状に復した。 トレンチの位誼は平面図に紀録し、

土層断面図を作成、 トレンチの状況を写兵撮影した。これらの記録作成後、埋め戻しを行ない、掘削機が通過し

た地点の畦畔等の補修を行なった。

躙査の結果、讀査区南側から中央部にかけて遺構が検出された。確認された遺構は、直径約15cm-25cmの小穴

群が主で、その他数箇所のトレンチで溝状遺構および土濱を検出した。また、西側の岡遺跡寄りにも小穴群を確

認した。

出土した遺物は、縄文時代後期の土器片が主で、その他黒耀石・サヌカイトの剥片が数点出土した。

今回の確認讚査は、対象地が岡遺跡に近いことから、遺構の存在が予想されていた。調査の結果、約15,000m'

の広範囲にわたり小穴群・溝状遺構が検出され、また、出土遺物も岡遺跡と同時代の縄文時代後期の土器片が出

土しており、岡遺跡に関連する遺跡であると推定される。以上のことから、讃査区南側から中央部にかけての部

分と岡遺跡寄りの一部については本讃査が必要と考えられる。
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(3)大和町（西部導水）II上南部第1地区）

西部導水川上南部第 1地区（図12)は平成9年度西部導水事業に伴い確認潤在を実施した。

讀査は、佐賀郡大和町大字久留trU字行者2377-2ほかを対象に行なった．

瀾査対象地区は、大和町の西南部、平/IIの束の水田地帯に位沼する。潤査区の東南約2kmにある嘉瀬川の氾濫

原の徴潟地上には弥生時代の甕棺翡等を検出した池上二本松B遺跡や久留間遵跡、楢田三本松道跡等の弥生時代

の遺跡や風楽寺古項などのllげf後円れがある。また、北には）II上小学校改築に伴い潤査された弥生時代後期一古

沿時代初頭にかけての環壕集落を確認した榎木遺跡がある．

訊査は、開発区に沿って約20mllll隔で、 2mX2mのトレンチを入れ遺楕の有無を確認した。 トレンチの位誼を

平面図に記録し、土層斬面図を作成、 トレンチの状況を写真扱影した。これらの記録作成後、転圧機（クンバ）

を併用し、埋め戻しを行ない旧状に復した。

潤査の結果、第2トレンチで耕作土下40anの明褐色粘質土層上で径60cmの土燐を検出した。また、第8トレンチ

では、 18河川と思われる砂層が堆積し、その他のトレンチでは，暗灰色・黒色粘土が厄＜堆積していたことから、

潤査区周辺は、かつて幾つかの小さな谷部が入り込んだ複雑な地形をしていたと考えられる．

出土した遺物は、第2トレンチ周辺の各トレンチで谷部｀旧河川の埋土中より流れ込みと思われる弥生土器、奈

良時代の土師器細片が少点出土している。

今回の確認潤査では、潤査対象地西端の一部で道構・遺物が確認された。その他の地域は、谷部などの湿地で

あったと考えられ、遺構・遺物は確認されなかった。

(4)三日月町（西部導水戊工区）

西部導水戊工区（図13)は平成8年疫西部導水軍業に伴い確認潤査を実施した。

謂査は、小城郡三日月町大字長長田1157外13筆の2,500m'を対象に行なった。

潤査対象地区は、天山山系から流下する祇園川の堆積作用により形成された扇状地上に位訳する。現状は農逍

であるため、隣接する農地 （水田）を惜用して閥査を行なった。当該地は戊遺跡の約100m南側、佐織遺跡の約

500m西側に位汀する。

潤究は、人力と掘削機によるトレンチ潤査を実施した。工事予定地区の大半が現農辺にあたるため、隣接する

農地を惜用してその部分の確認調査を行なった。惜用した土地内にトレンチを計14箇所設定した。 トレ ンチの

規模は2mX2mを基本としたがその限りでないものもある．

講査の結果、第7・8トレンチで遺構を検出した。第7トレンチでは小穴2基を検出した。このうち、 Plでは柱痕

が一部遺存しており、また、埋土中（黒色土）からは底部糸切りの土師器小皿底部小破片が出土した。第8トレン

チでは溝状遺構を検出した。西側の落ち際のみ検出し、東西方向に延長する。埋土は褐色砂礫土でやや硬質であ

る。遺物は、土師器小鞍片が1点のみ出土しているが、詳細な時期は不明である。その他、第10トレンチの第3陪

中から土師器小破片が3点出土しているが、土層の堆積状況から河川氾濫等による流れ込みと考えられる．

今回の確認調査では、讃査区西側（第6トレンチ以西）は河川氾濫によると考えられる厚い土砂の堆積や湿地と

考えられる黒灰色系粘買土の堆積があり、遺構は存在しない．

遺構の検出される基盤庖は明黄褐色 ・明黄褐色粘質土系で第6・7・8トレンチで確認した。第6トレンチでは遺

構は検出していないが、湿地への落ち際と思われる落ち込みを検出した。筍9トレンチより東側では基盤層は検出

していない。
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以上より、遺構の存在する範囲は、第6-8・9トレンチ間の範囲にある程度限定し得るものと考えられる。また、

第7・8トレンチで小穴2基、溝状遺構1条の遺構を検出しているが、遺構密度は10%以下の低いものと考えられる。

西部導水緑地区・佐織・三ケ島工区は平成8年度西部導水事業に伴い確認頷査を実施した。

讀査は、小城郡三8月町大字道辺字緑、大字長神田字佐織の8,345m'を対象に行なった。

讀査対象地区は、天山山系から流下する祇園川の堆積作用により形成された扇状地上に立地し、標潟9-12mの

水田部に位誼している。周辺の遺跡としては潤査対象地南端付近は佐織遺跡が所在し、さらにその西方には戊遺

跡がある。

讃査は、人力と掘削機によるトレンチ潤査を実施した。工事予定地が現農道にあたるため、隣接する農地を侑

用して、関査を行なった。借用した土地内にトレンチを計32箇所設定した。 トレンチの規模は2mX2mを基本と

した。

讃査の結果、いずれのトレンチからも遺構は確認できなかった。

出土遺物としては唯一第22トレンチ内より数点の中世土師器片を確認したが土層を観察すると閥場整紺時の客

土（第2'層）よりの出土であり、他地区から搬入された物と考えられる。

今回の試掘讃査では、遺跡は確認されなかった。祇園川に近接する地区では地表下100m前後で砂質土や砂礫が

確認され流水の方向等も確認できることから河川であったことが推測でさる。南部から南西部にかけて灰思色―

暗l'f灰色粘烈土の基盤層が確認され湿地の様相を呈するようになるが部分的には砂質土が検出されることから祇

園Illの小支流などが存在したものと考えられる。

(5)川副町（蛯分地区）

屯分地区は、平成7年度団体営農村甚盤整岱総合整偏専業に伴い、確認潤査を実施した。

潤査は、佐賀郡川副町大字吃分の17haを対象に行なった。

謂査対象地区は、標~l.8-l.9mの沖積平野であり、現況は水田である。 関査対象地区の北束約1.5kmには、中

世の舘跡である鹿ノ江遺跡、鹿ノ江城（館）跡がある．

讀査は、掘削機によって 1.lmX3-4mのトレンチを29箇所設定 ・掘削し、遵楕 ・遺物の打無を確認した。

調査の結果、道構、遺物ともに確認できなかった。潤査を行なったほぼ全面で褐色粘土-w灰色粘土の堆積が

認められた。遺構が存在する可能性として、南側の集落付近を考えていたが、潤査を行なった範囲内では、堆積

状況は同ーであった。また、東側の一部については、掘削機の進入が困難であったため、讃査の対象から除外し

たが、周辺部の試掘の結果からみて、遺跡は存在しないものと考えられる．

(6) 富士町（富士北部地区・佐賀北部地区 • 関屋地区）

富士北部地区は平成8年度県営中山問地域総合整備事業に伴い確認躙査を実施した。

関査は、佐賀郡富士町大字古湯字大前田の6.3haを対象に行なった。

潤査対象地区は、標狂500m前後の山々によって形成された探裔300m-400mの谷に伸びる尾根の舌状台地先端

に位訂する。現況は台地を若干削って整地し、水田となっている。縄文時代の散布地として周知されている大前

田遺跡（宮士町1004)に含まれている。潤査は、人力によるトレンチ調査を実施した。 トレンチの規模はl.SmX

I.Smで2筒所設守した＾
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図16 江北町iJ.;ltトレンチ配j社図 (2)(S= I : 3,000) 
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潤在の結果、削平されていたため、辺構・迫物ともに確認されなかった。

佐mt部地区は平成8年度広戯営農団地農道整紺事業に伴い確認潤究を実施した。

濶介ば佐質郡布士町大字古湯字松揉の延長400mを対象に行なった。

潤査対象地区は、東方から伸びた探為380mの台地と、北側の標高370m前後の谷からなる起伏に官んだ地形で

ある。 現況は若干削って整地造成されて谷部は水田、台地には畑が形成されている。 ~1脊対象地は縄文時代の散

,(fi地として周知されている古場辺跡 ('IX士町1003)に含まれている。潤査は、人力によるトレンチ↓関査を実施し

た。 トレンチの規模はL5mXl.5mで2箇所設定した。潤査の結果、耕作土中より流れ込みと思われるJff..耗した土

器片1点を検出したが追構は確認されなかった。

I掲届地区は、平成7年度農林漁菜用揮発油税財源身替哀道整備事業に伴い確認讃査を実施した。

潤査は、 9左打郡衣士町大字1剌屈字山口2200-3の延長1,640mを対象に行なった。

閥在対象地区は、標潟430mの山に東西を挟まれた楳扁350m平坦地であり、西側は天神地区への谷辺が通じて

いる．現況は、水田となっている。縄文時代の散布地として周知されている．＇,馬場野道跡（窪士町 1016)に含まれ

ている。 閲釦よ、人力によるトレンチ潤在を実施した。 トレンチの規校はJ.5mXJ.5mで1箇所設定した。

潤脊の結果．迅構・迫物ともに確認されなかった。

1) --~ '... -,; 心_,
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I I佐買東部中原

2 n佐竹西部兵庫西部

3 m佐賀西部兵廂西部

図版1 確認閥査状況（佐賀東部地区 ・西部地区）
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4.'左買北部地区の潤l'f.

図17 佐賀北部地区周辺地形図 (S=1:100,000) 

1 伊万里市（滝野線） 5 伊万里市（木須西団地） ① 宮ノ前北遺跡

2 伊万里市（東分） 6 伊万里市 （平山団地）

3 伊万里市（久原） 7 北波多村（岸岳）

4 伊万里市 （木須里団地）
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(I) I打万里市（国営総合農地開発 木須団地里・木須西団地•平山団地、滝野線・東分地区・久原地区）

伊万里市では、国営伊万里地区総合農地開発事業に伴い、木須団地里 ・木須西団地・平山団地、普通林道事業

に伴い滝野線、鉱害復18事業に伴い東分地区・久原地区の確認潤査を実施した．

木須団地里工区は、困営総合農地開発に伴い伊万里市木須町字宮ノ前の10.2haを対象に確認潤査を実施した。

潤査対象地区は、木須川によって形成された扇状地上に位誼する。扇状地は大きく北西方向に開けており、標

高4-7mを測る。丘陵上を中心に、、8越遺跡（伊万里市1086)、宮ノ前遺跡 (1086)、駄逍遺跡 (1083)、木須崎遺

跡 (1082)など縄文時代の散布地、包含層が確認されている。特に、平成6年度の確認潤査により縄文時代、古m
時代の包含層、および中世の柱穴群を確認し、縄文時代～中世の遺跡として周知化を行なった宮ノ前北遺跡

(1355・2064・3031・ 印76)では、平成7年度工事予定箇所については本潤査を実施している。

讀査は、掘削機及び人力により、 2X2mのトレンチを基本に108箇所の試掘を行なった。

潤査の結果.Noおトレンチで土嘱、 Na24トレンチで消、 No21・25・37・45・52トレンチで柱穴を確認した。ま

た、 Noおトレンチでは積石塚で五輪塔の一部（空風輪）が奉られていた。さらに、 No20-24・29・36-38・53ト

レンチで遺物包含府を確認した。

Ill土遺物は、包含層では縄文土器（縄文時代後期）、弥生土器（弥生時代前期）、石器（黒曜石）、土師器、瓦器、

手捏ね土器などが出土したが、遺構に明確に伴う遺物は今回の確認潤査では出土しなかった．

今回の確認潤査では、 No20-25・29・36-38・45・52・53トレンチで遺物包含層および遺構を確認した。遺構

は柱穴が主体であり、遺物包含府はかなりの混入が見られる。

他のトレンチでも土器片、石器片などが出土していることから、かなり広い範囲で遺跡が存在していたと思わ

れるが後世の水田開発によって削平を受けたと考えられる。

伊万里市内では、縄文土器および弥生時代前期の土器のIll土例が少なく、今回確認された遺跡はR重である。

確認された遺跡の範lillは約4,100m'である。

また、 No47トレンチででは積石塚で五輪塔の一部が（空風輪）が奉られている。積石の石は拳大からその半分

程度の大きさで、平面プランは歪んだ方形である。巖石などの設れは確認されなかった。時期は不明であるが約

23m'の遺跡の広がりを確認した．

なお、平成7年度工事予定地内で工事中に漱什などが発見されたため、緊私的に現地で協議を行ない確認関査を

実施した。

濶査の結果、中世の貝塚が約12m'に広がっていること確認したので、貝塚の実測および遺物の採集などを実施

した。貝塚はカキ ・アカガイが主体となって形成されていたが、その他の出土遺物としては、糸切り庭の土師器

皿片、黒曜石片・猷付片を確認した。潤査終了後、現場渡しを行なった．

木須西団地は、伊万里市木須町木須西地内の15.7haを対象に確認潤査を実施した。

潤査対象地区は、伊万里湾の東側、大平山からへ派生する丘険の縁辺部に位沼している。標高28-93mを漏り、

現状は果樹園、水田、山林および荒蕪地となっており、潤査区の南側には観汗屋敷跡 (5018) ・ 宮ノ前北遺跡が

ある。潤査は、 9箇所のトレンチを設定し、掘削機による試掘を行なったが遺構 ・遺物ともに確認されなかった。
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平山団地は、伊万里市脇田町平山地内のllhaを対象に確認閲査を実施した。

閾査対象地区は、伊万里市街地の北方を南北に流れる脇田川束岸の河岸段丘に立地し、標底19-40mの水田部

である。潤究区の東隕には、瓶届窯跡 (6006)・脇田悼人硲 (00-07)・古瓶屈窯跡 (6008)があり、北鳴には平山

遺跡がある。

潤在は、 9箇所のトレンチを設定し、掘削機による試掘を行なったが泣構・遵物ともに確認されなかった．

滝野線は、伊万里市東山代町日南郷地内のI.Shaを対象に確認i¥11査を実施した。

潤査対象地区は、 OO兄山系から東に派生した丘陵の縁辺部に位；i'iしている。標瓦338-435mを測り、現状は辺

路・森林および畑地で、日南郷遺跡 (1529)、日南郷石塁 (5064)が開発予定地に含まれている．

閾査は、16箇所のトレンチを設定し、人力による試掘を行なったが遺構 ・遺物ともに確認されなかった。

東分地区は、伊万里市山代町東分地内の4.22haを対象に確認潤在を実施した。

閥査対象地は、国見山系から北東に派生した丘陵から分岐して北西に派生した丘陵に立地している。襟i"6174-

230mの水田、畑地および荒蕪地である。

潤査は、19箇所のトレンチを設定し、人力による試掘を行なったが退構 ・遺物ともに確認されなかった。

久原地区（図18)は、伊万里市山代町久原地内の14.Shaを対象に確認潤査を実施した。

潤査対象地は、国見山系から東方に派生した丘陵に立地している。標高ll-J80mの水田および畑地であり、筒

ノ原迫跡 (1278・2048・3019) ・ 城休迫跡 (1289・3024)が開発予定地区に含まれている。また、東側では目代

屈敷跡 (6069)に隣接している。

閲査は、 42箇所のトレンチを設定し、人力による試掘を行なった。閲在の結果、 No22・24・26トレンチで遺物

包含附を確認したが、 他の地点からは、迫構 ・這物ともに確認されなかった。

Ill土遺物は、縄文時代土器（晩期）や土師器片など10数点とm曜石片70数点出土したが、土器片はすぺて摩耗

しており笏灌積と思われる。

この潤査により、鉱害復旧事粟8エ区の南から北へ派生する丘陵の鞍部に鯰欠堆積の包含府が約 l,300rr{の範1lll

に遵存していることが確認されたが、協譲の結果、工事の設計変更（盛土対応）による保存を行ない、工事を施

工することになった。

(2)北波多村（／＃岳地区）

北波多地区は、媒営中山間地域農村活性化総合祁菜に伴い、東松浦郡北波多村大字志気3619ほかの6.3haを対象

に確認閲査を実施した。

潤査対象地区は、標石190-IOOmの丘陵地、西側半分は徳須恵）II支流の志気川水系の小河川によって開析された

谷であったものが、鉱宅復IEI事業により埋め立て造成されて平坦地となったもので、東側半分は丘陵の縁で、今

回の潤査よって丘陵地を削平して水田を造成していることが判明した。 対象地区北方のやや離れた地点に縄文

時代散布地の芋木追跡 ・/II頭道跡が所在している。潤査は、 4箇所のトレンチを設定し、掘削機および人力による

試掘を行なったが、遺構・追物ともに確認されなかった。

今回の割在により、耕作土 ・床土の直下は岩盤および岩盤上部の風化部分で水田自体が既に旧地形を大糾に改

変して造成されたものであることが判明した。遺物の散布も認められず、対象地区内には追跡は存在しないと考

えられる。
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図18 伊万旦市久似トレンチ配誼図 (S=1 ; 2,000) 
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5. I生r,上場地区の潤査
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1 @:11,1; c上場11期～和多田地区）

2 19律市 （上場n期一支線逍路4号

八幅一烏部線）

3 鎖西町（上場～塩鶴地区）

4 玄海町 （上場1V閲I-山ノ田地区）

店沖市祖透追跡

店/¥iii M酎留第11辺跡

肥前町赤坂m遺跡

玄海町長介迅跡
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(I)唐沖市（上場n期～和多田地区，支線道路4号八幡～馬部線）

唐津市では、県営畑地帯総合土地改良事菜に伴い、上場0期地区の和多田地区、支線道路4号八幡～馬部線の確

認潤査を実施した。

和多田地区は、肝津市和多田本村の農道路線延長710mを対象に確認潤査を実施した。

潤査対象地区は、店津市の中央部よりやや南、南北を流れる松浦）IIの西側に位紅し、通称＂ 上場台地＂と呼ば

れる台地へと続いていく低山の位も西にあたる。潤査地区の周辺の丘陵沿部には、 樅現山古t{I群などの古項群が、

また．平野部には西山遵跡、谷11ll代迫跡、新道遺跡などが所在する．

閲査は、 2X2mのトレンチを基本に設定し、 13箇所の試掘を行なった。掘り下げは人力で行ない、潤査Uが遺

構・遺物の有無を確認し、写真船影 ・略測後に埋め戻しを行なった。潤査当初は、古Jl'l時代を中心とする追跡の

存在が予想されたため、特に、丘陵の先端などを頂点的に潤究を行なった。

潤査の結果、最も古tl'lの可能性が秘い地点に． 第4-6トレンチを設定し滋査を行なったが、 迫構 ・辺物は確認

されなかった。

出土遺物は撹乱層から近世以降の陶磁器が出土したが、辺構に明確に伴うll'l物は今回の確認濶査では出土しな

かった．

今回の確認潤査によ り、当該地は昭和30年代に蜜柑畑の造成、それに伴う収り付け関近の整備などが行なわれ

ており各トレンチでは遵構および追物包含府は確認されていないことから本関査の必咬はないと判1祈された。

支線逍路4号（八幡～馬部線）は、唐fl!市枝去木 ・八ノ尾 ・甚蔵山を対象に確認濶在を実施した。

閲究対象地区は｀唐津市西部に位骰し、通称＂上 場台地＂と呼ばれる台地上にある。今回の潤査地は、文採．

慶長の役に際し遣られた＂太閤道 ＇の古道や馬部甚蔵山氾跡の一部を通過する路線にあたる。31査地区周辺の上

場台地には、多くの旧石器～縄文時代の追跡が点在している。潤査地区内には、八幡溜迅跡、 m龍迫跡がある。

また、近年濶在を実施した紅履作遺跡、枝去木山•I•追跡、馬部碁蔵山迫跡、笛ノ尾追跡群などが所在している。

さらに、佐志地区の下場では、縄文時代中期からの空白期を埋める徳蔵谷迫跡などがある。

，悶在は、 2X2mの トレンチを基本に設定し、8箇所の試掘を行なった。掘り下げは人力で行ない、躙在日が迅

構・辺物の布熊を確認し．写真掛影・略測後に埋め戻しを行なった。閥査箇所は、現有辺路の拡張がほとんどで

潤企対象トレンチ設定には制約を受けた。

今回の潤在地は．立地的には良好な地点も多く、迫構・迫物の存在が予想されたが、辺路拡張の比較的狭い範

lill内では、遺措 ・道物は確認されなかった。既に、造成による削平や盛土が行なわれており、本潤在は必要ない

と判断された。しかし、 第6トレンチより楳高が底い地点では石器が表採され、追跡の存在が予察されるため、今

後の開発には留怠する必要がある。

(2)鎖西町（上場地区～塩郎地区）

塩的地区（図21)は、県営県営畑地布総合土地改良事業（上場地区）に伴い、東松浦郡鎮西町大字塩約の

13.2haを対象に隕査を行なった。

濶畑象地区は、低印父から開析された谷部に位坑する。従来、潤査区周辺では、 迫跡は確認されていなかっ

た。

讃査は、 3mX3mのトレンチを碁本に丘陵部の｝名椒上およびその下方に広がる田園に22箇所トレンチを設
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定し、人力により辺構面まで掘り下げた。 写真掛影 • 平面略図 · ±陪1'21など記録作成の後、人力で埋め戻し.I日

状に復した。

潤査の結凩遺構の存在が確認されたので、更に辺構の範囲および性格を掴むため追/Al確認潤査を実施した．

その結果、第13トレンチで石列、第16トレンチで小穴群、第17トレンチで配石を検出した。

出土遺物は、第16トレンチで小穴から弥生時代の土器片を検出したほか、第11トレンチより南の、下方に広が

る田園から多屈の弥生土器を確認した。また、若干の輪入掬磁器片が出土した．

今回の頷在により、弥生時代、中世の集落跡を確認したので、 新たに 「塩詑迫跡」として佐買県辺跡台帳に登

録し、周知を図った．

(3)玄海町 （上場IV期～山ノ田地区）

山ノ田地区は、県営県営畑地拍総合土地改良事業（上場1V期地区）に伴い、東松浦郡玄海町大字:(-f浦上字狐爪

7-1ほか7筑の5.0haを対象に確認潤在を実施した．

潤究対象地区は．揉麻70miifl後の丘陵部で、山林および畑地であった。対象地周辺の遺跡としては、日のIll松

辺跡が南隕に所在する。

潤在は、 2mX2mのトレンチを基本に 工事で掘削を受ける部分を中心に12箇所設定し、人力により実施した。

人力により道構面まで掘り下げた。 写真搬影 • 平而略図•土肘因など記録作成の後、人力で埋め戻し、旧状に復

した。

潤査の結果、迫構は確認されなかった。また、出土迫物は第2トレンチの客土より石鏃を1点確認したのみであ

る。今回の潤査により追構および遺物包含層は確認されなかった。潤究対象地区は、畑地に開墾する際に整地

されており、遵跡は存在しないと考えられる。

(4)肥前町（上場m期地区～納所地区 ・新木場地区・万双里HI地区）

肥前町では、県営畑地滞総合土地改良事業（上場皿期地区）に伴い、納所地区・新木場地区 .7i買里JII地区の

確認聞査を実施した。

納所地区（図22)は、東松浦部肥前町大字納所字太田ほかの18.lhaを対象に確認潤査を実施した．

潤紐象地区は．標麻100m前後の丘陵地で、河川はないが低湿地を利Illした水田が広がっている．潤在対象地

区の府辺の丘陵地には、旧石器時代から縄文時代の遠跡が多く分布しているおり、荒崎這跡・池ノ田 I道跡・押

川遺跡が発掘関査されている。

謁査は、 2mX2mのトレンチを甚本に工事で掘削を受ける部分を中心に39箇所設定し、低地の一部に掘削機を

使用 したが、他は人力のみで行なった。 写兵掛影• 平面略図•土附図など記鉗作成の後、埋め戻し、旧状に復し

た。

関査の結果、昭和40年代の圃場整偏で自然陪はかなり撹乱されていたことが明らかになり、遺構は確認されな

かった。しかしながら、第35トレンチで黒曜石製剥片5点、第36トレンチでは烈曜石製ナイフ形石器を含む14点の

遺物が出土したため、道跡の存在を確認した。

出土遺物は、ナイフ形石器・剥片尖頭器・石鏃・閉石・敲石および近世陶磁器がある．

今回の讃査では、遺構の検出はできなかったが、縄文時代の追物包含阿を確認し｀！把前町＊字納所辛45-1の

740面を新たに 「太田遺跡」として佐買県遺跡台帳に登録した。
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(4)呼子町

小川島地区では、防風林造成事業に伴い、東松浦郡呼子町大字小川島1563他30策の0.99haを対象に確認讃査を

実施した。

調査対象地区は、小川島西部丘陵の海に面した標高10m程度の西向きの緩やかな斜面上にあり、加唐島や遠く

壱岐島も一望できる。また、調査区は、以前畑として使用されていたが現在は全面にわたって葦が生い茂ってい

る状態である。

調査区の周辺は、黒曜石をはじめ石器などの存在が確認されている小川島遺跡があり、島南の入り江には縄文

時代前期末から古墳時代に至るまでの遺物や出土した小川島貝塚がある。（「小川島貝塚」 1977唐津原始研究会）

また、近世以降、捕鯨捕鯨基地として栄えた島であり、県指定を受けた鯨見張所が残っている。

調査は、人力を用いたトレンチによる潤査を実施した。2mX2mのトレンチを10箇所設定し、 40rrfを発掘躙査

した。讚査の結果、遺構・遺物ともに確認できなった。

小川島においては、島南および島中央にかけて遺跡が周知されている。今回の調査区である島西部は、小川島

遺跡の隣接地の躙査であったが、遺構・遺物ともに確認されなかった。調査区は北西からの風が強くあたり、風

のあたらない島中央部から南側にかけての範囲が遺跡の中心であると推定される．

6. 筑後川下流用水事業に係る潤査

水資源開発公団（筑後川下流用水建設所）による筑後川下流用水事業に係る文化財確認躙査は、佐賀東部導水

路の千栗第3・ 第4エ区、 北茂安中部2-2エ区、中似東部工区、西島下田分水工、大烏分水エ （北茂安町）、 三田）II 

東部第3.第4エ区、三田川分水エ（三田川分水エ）、中原西部分水エ（上峰町）及び大詫間幹線水路為重第4エ区

（諸宮町）について行った．

(1) 佐賀束唱導水路（城原）II以西） ・大詫間幹線水路

為重第4エ区（佐賀郡諸富町大字為頂：確認潤査面積 l.089m')は早淳江川の北、襟高約2-3mの沖積平野

（干拓地帯）にある。周辺には太田本村遺跡・土師本村遺跡・小杭村中遺跡等が存在する。讀査は9箇所の試掘坑

を設けて行った。平成2年度に行った北側の確認調査では、 一部貝層が確認されているが、今回の讀査では遺構・

遺物ともに検出できなかった。

(2) 佐賀東部導水路（城原川以東）

千栗第3エ区・第4エ区（三養基郡北茂安町大字白壁・大字江口：調査対象面積6,532m')は筑後川の支流古川の

西岸、標高10-llmにある。潤査対象地区内は千栗土居（江戸時代・防災遺跡）を含んでいた。周辺には六の幡

遺跡・ 石貝遺跡・千栗神社鳥居等が存在する。躙査は15箇所の試掘坑を設けて行った。その結果、千栗土居内で

あったが、遺構・ 遺物ともに検出できなかった。

三田川東部第3エ区・第4工区（神埼郡三田川町大字豆田・大字立野：調査対象面積6,660m')は脊振山地南麓か

らの延びる吉野ケ里丘陵南東部の標a;?.Sm-8.2m、田手川の約1kmの平野部に位買する。第3エ区（図23)は17

箇所、第4エ区は15箇所の試掘を行った。その結果、第3エ区のNo9-13トレンチ、 No9-13,Nol6トレンチでは

溝・土濱・小穴を検出しており、同じ トレンチ内から土器片、 Ml曜石が出土している。当該地は平成伐湛tに潤査

を行った下中杖遺跡の続きの部分あたり、今回も対象地区内413m'の讃査を行った。
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N. 平成 7年 度発掘調査の概要



6 11区土壌検出状況
図版7 堤六本谷迫跡 (3)
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1 前田原遺跡 （略号 ：MD B) 

遺跡の所在地

三養基郡中原町大字簑ぶi字前田原

讚査主体者

中原町教有委R会

調査期間

平成7年6月～平成7年12月

調査面積

s,soord 

遺跡の概要

前田原遺跡は東を山内川、西を寒水川に挟まれた南に伸びる台地上に位迂し、ぼ高約50mを測る。山内川の東

側は笛吹山丘陵で、遺跡のある地点は佐費平野の東端にあたる。本遺跡の周辺には木の本遺跡、本村遺跡、、烏巣

遺跡、野田遺跡、植松遺跡などが密集して存在しており、このあたり一帯はほぼ全域が周知の遺跡となっている。

讃査は削平を受ける部分及び水路により掘削を受ける部分について実施した。讀査区は2区に分かれており、

1区は3,000m'、n区は2,500m'の調査を行なった。

1区の讃査で検出された遺構は、古瑣1甚、竪穴住居跡．掘立柱建物、土凛、溝、ビットがある。古項は直径18

mほどの円瑣で、周囲には幅2mほどの周溝が回っている。墳斤盛＋および石室の天井部は削平され残っていなか

ったが腰石以下及び猿辺部分の遺存状態は良好であった。主体部は全長4m、輻2mの複室の横穴式石室で、玄

室から前室まで直線的に作った後に独立した袖石を立てるという特異な構造である。出土遺物は耳環、ガラス玉、

土玉等の装身具や鉄刀、鉄鉾、鉄鏃、馬具などの大只の鉄製品、完形の須恵器の数がある。また、面に伸びる墓

道内から須恵器や土師器がまとまって出土した。築造時期は墓逍出土の土器から見ると引せ紀後半ごろで、石至出

土の土器から7世紀前半まで追葬が行われている。また、石室埋土中から中世の皿、鉄製刀子、水品などが検出さ

れたことから墓として再利用されたものと思われる．竪穴住居跡は古泊時代前半のもので、布留式土器が出土し

た。掘立柱建物は時期は決めがたいが、切り合い等から古代のものと思われる。土壕からは81!t紀代の須恵器や土

師器が出土した。古墳の南側には幅3m、深さlmの断面逆台形の大溝が束西に走っている。時期は7世紀-8世紀

にかけてのものである。この他の出土遺物は縄文土器 ・石器がある。

n区の讀査で検出された遺構は、土濱、溝、ビッ トがある。土凛には縄文土器（後期）の甕を据えた埋甕状の

ものが1基ある。この他には縄文時代晩期のものと81!t紀のものがある。溝は1区の統きと見られる幅3m、深さ2

mの大溝があり、東側の谷に向かってだんだん深くなっている。溝内からは8世紀の須恵器や土師器が小塁出土し

た．

今回の潤査では縄文時代、占頃時代前期および古代の集落、古瑣1基が検出された。縄文時代や古項時代前期の

遺跡は町内での検Ii¥例がまだ少な<:l't重な発見となった。古墳については町内において円墳としては雌塚、雄塚

に次ぐ規模のもので、大父の副葬品はもとより石室の構築技法が佐費平野でも西部地方に兒られる特殊なもので

あることから当時の豪族の関係を探る上で重要な資料となった。
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前田原遵跡I区遠烈 （南から）
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図版3 前田原道跡
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4 茜キ希這~(略号 ： NC F) 

遺跡の所在地

佐賀市金立町大字千布

讀査主体者

佐賀市教育委日会

潤査期間

平成7年7月～平成7年12月

躙査面積

8,SOOrrf 

遺跡の概要

西千布遺跡は脊娠山地南篤の洪積台地から複合扇状地へと移行する部分に立地し、標店約7mを測る。遺跡の西

側はオ潤川を境界として佐打郡大和町と接している。本遺跡の周辺には、東千布遺跡、友貞遺跡などが分布して

いる。東千布遺跡では、弥生時代の方形周溝猿、甕棺糾、古項時代～近世の集落、友貞遺跡では、弥生時代～近

世の集落を検出した。また、東千布遺跡、友貞遺跡は戦国時代の国人である神代氏の拠点「千布城」 「土生島莉」

推定地を包括している。西千布遺跡では平成が自£に1区の関査を実施している。奈良時代・平安時代の染落を検

出し、土擦から転用硯が出土した。 また、 1区に隣接する友貞遺跡 8区においても奈良•平安時代の集蕗を検出し 、

井戸、溝から屈害土器が出土した。これらのことから、 当該潤査区周辺に識字府が存在した可能性が指摘されて

いる。潤査は、面工事で削平される部分と水路工半で削平される部分 (2-7区）について実施した。

2区の潤査では、 9世紀後半-10世紀初頭の周消慕l某検出した。周溝絡は方形に巡る周溝に囲まれた部分に木

棺を納めた主体部が存在し、主体部から越州窯系育磁皿、灰釉陶器壺、黒色土器A類!Ji!.Dllが完形で出土 した。

調査区の南半分は谷地形であり、埋没終了時期は近世である。

3区の讃査では、古墳時代前期の竪穴住居、土濱、 平安時代の前半の掘立柱建物、井戸、土塙、鎌倉・室町時代

の溝を検出した。主体は平安時代前半の集落であり、出土遺物には越州窯系行磁等の初期貿易陶磁、平安京周辺

で生産された緑釉陶器が含まれている。

4区の閾査では、掘立柱建物1棟、竪穴住居1軒、 土濱、小穴を検出した。竪穴住居は古墳時代前期の所産で、方

形4本柱である．潤査区の南約3分の2は谷地形であり、埋没開始時期は中世、終了時期は近世で、後述するd区の

西側及び中央の谷地形に繋がる。

5区の潤査では、弥生時代後期～古珀時代後期の竪穴住居25軒、 土濱、溝、小穴、平安時代の土績、溝を検出し

た。主体は弥生時代後期～古墳時代後期の集落であり、竪穴住居の中には方形に巡る区画溝に囲まれた大型のも

のが存在する。

6区の讀在では、弥生時代中期～近世の掘立柱建物、竪穴住居、周溝猪、土器棺葛、井戸、土濱、 溝、小穴を検

出した。主体は古瑣時代前期、古代、中世の船落であり、 古項時代前期の集落では居住域と慕城の区分が見られ

る。潤査区の西隠中央部、南端部には谷地形が存在する．

7区の讃査では、古墳時代後期の井戸1甚、古代、中世の掘立柱建物｀井戸、土壌、溝、小穴、近世の土濱、溝

を検出した。井戸が多いことが特徴的で、その中には底面に曲物を据えたと考えられるものがみられる。
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2 野田遺跡 （略号： NOA) 

迫跡の所在地

三投基郡,,.脈町大字箕原字野田

閥在主体者

•l•l原町教行委員会

潤鉦JOJllll

平成7年10月～平成8年2月

潤究面積

4,500m' 

追跡の概要

野田遵跡は東を山内川、西を寒水川に挟まれたITIに延びる台地上の前田原迫跡の南側に位硲し、摂麻約45-47

mを計る。本遺跡の周辺には木の本追跡、本村辺跡、品巣辺跡、前田原追跡、植松遺跡などが密集して存在して

おり、このあたり一滞はほぼ全域が周知の追跡となっている。

聞在は削平を受ける部分および水路により掘削を受ける部分4,500m'について実施した．

野田遺跡で検出された迫構は竪穴住居跡、消．土演、ピット．火葬秘がある。溝は西側の台地を取り囲むよう

にほぽ直線的に全長180m以上にわたって怜i北に伸びている.I折面は逆台形で幅2m-3m、深さは平均してO.Sm<

らいである。巾世に一度掘直されていると見られ｀底部付近から8世紀ー9世紀の須恵器や土師器が上面から121/l

紀-13世紀の土師器やw磁椀が出土している。また溝内から刻印をした9世紀の須忠器の祖が1点出土しているが、

刻印の内容は不明である。溝の内側の台地上はほとんどが濶査区外であるが．隕杏した範圃内では検/JIされたの

は竪穴住店のみで官徊的な性格を持つような掘立柱建物等は検出されなかった。竪穴住届跡は8世紀のもので、磁

付近から土師器の視坪毀等が出土した。土痰は8世紀のもので、須患器や土師器が出土している。火葬袋は長

さl.Om-l.5m、幅0.6m-0.8mの方形および長方形の土坂で、中からは焼土、炭化物と共に＇け片が出土した 。付の

只が少ないことや大きな破片がないこと、土壊の周囲が焼けていないことなどから火葬した後、大きな竹などは

別の地点に埋葬し、残った骨片や焼土、炭化物などを埋めたものと見られる。時期は土堀内から出土した土師の

皿から15世紀と推定される。この他の追物としては五輪等の頂部が出土している。

今回の閲査では古代の大溝や戦国時代の火拌硲など新しい発見があった。古代の溝の性格がもう一つはっきり

しないが集沼の区画溝であったことは間述いない。溝がj¥jjl'flJされた時期はbii古買六本黒木退跡で宜紺的建物が建

てられた時代と頂なっており、前田原逍跡で検出された大溝と合わせてこの時期に町1t➔において大規校な開発が

行われていたことを示す重疫な証拠となった。

また、戦困時代の中原町は九州探題の渋川氏が綾部の山城を本拠としていた時代であり、この付近でも度々合

戦が行われている。今回見つかった火拌絡がこれらの合戦における戦死者を埋葬した可能性もあり、歴火の新た

な一面が見いだされた。町内では戦困時代の肥前の巾心となっていたにしては山城や館といった追跡の潤森例が

ほとんどないため実態不明の点が多く、今後の潤査の進殷が待たれる。
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野田道跡 全穀（北から）

図版4 野田遺跡 野田遺跡南側 （上から）
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図版8 西千布迫跡 (I) 2 3区全誤（西から）
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3 堤六本谷遺跡 （略号： TT R) 

泣跡の所在地

三養碁郡」漬：峰町堤字一本柳

瀾在主体者

上峰町教育委只会

潤査期間

平成7年4月一平成8年1月

潤衣面積

13,000m' 

追跡の概咲
区126 堤六本谷遺跡位収悧 (S=l:25,000)

堤六本谷追跡は上峰町の北部、脊紐山系から派生する標麻32-36mの低位段丘」：に位収する。この低位段丘は、

洒の二塚山丘陵と東の八藤丘陵のほぼ中間に位牧し、切通川の東枠にあたる。追跡周辺は水田および畑と して利

用されている。

本旧跡の周辺には北方の山麗部に存柳、 新立、谷渡、鎮西山面麓古項群が分布し、古Jfl時代後期の小円頃が点

在する。東方は縄文時代から奈良時代にわたる集落を中心とした複合迫跡である八藤旧跡、西方に切通川を挟ん

でさらにその南方には弥生時代の熱落と蒻地を中心とした船石追跡、船石南追跡が所在する。本道跡の潤査では、

平成2年度に南沿と東南部、平成6年度に北船が潤査されており、弥生時代から奈良時代の兆落を検出している。

また、追跡の東南部から近世の追構 ・迫物が検出されたことから彎近世にあったとされる 「大、科居」あるいは

「大土井」（ううどい）集落に比定されている。

潤在は、「県営圃場整備事業上昨北部地区」に伴い、面工事で削平される部分13,300m'をIOI区(3,250m')とII区

(9.750mうの小区に分けて実施した。

IOI~ の潤在では、奈良時代の迫構、辺物が検出された。主な迫構は竪穴佳居跡1軒、 掘立柱建物跡2棟、土廣10

碁である。

II区の,111査では．奈良時代から平安時代にかけての竪穴住居跡23軒、掘立柱建物跡4棟．土堀多数、その他小

穴群が検出された。この小穴の中には建物跡の柱穴も含まれているが、数が多いため正確な棟数は不明である。

また、讃査によって奈良時代から平安時代の追楕、迅物が検出され、只屯な沢料を紺ることができた．さらには

堤土駐のJ胡辺辺跡の発掘潤在がほぼ終了したことにより、これらの沼料が土異の性格付けの上で大きな一助とな

ることを今後の研究で期待したい。また、全体像を明らかにすることができなかったが、縄文時代後期の遺構・

氾物が検出されたことから、この地域において比較的希薄であった縄文時代の其藩の解明や集落の変遷を考寮す

るJ:で只頂な賓料といえる。
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l 10区全屈 （洒から）

2 II区全致（西から）
図版5 堤六本谷辺跡(!)
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I 5区令依（東から）

2 瞑 全骰（南から） 図版9 西千布辺跡 (2)
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2 7区井戸群（東から）

図l~i lO 西千布追跡 (3)

I 6区周湖硲 （」：から）
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5 友貞遺跡 （略号： TBS) 

遺跡の所在地

佐買市金立町大字千布字友只

潤査主体者

佐買市教付委U会

潤在期間

平成7年II月～平成7年12月

潤在面積

1,306m' 

辺跡の概要
図28

友貞遺絣は北の存扱山麓から派生した標麻6-7m前後の洪積台地（低位段丘面）上に立地するが、現状では段

丘/,ilは田面に埋没し平坦な水田が広がる尿観となっていて、埋没した旧河逍により追構の分布範囲は有機的に区

切られている。この周辺は戦国期の布力国人府であった神代氏の佐賀平野方面の根拠地とされているが．水Rl面

に小底く残る底灯IIは•I•世後半から近I!!初頭の館跡である可（紺生が応いものが多い。

本遺跡の周辺には東干布道跡・西千布迫跡・千布二本黒木追跡 ・久1X迫跡などが分布し、本迅跡を含めて弥生

時代中期の甕棺秘地・ 集落、古珀時代の方形周溝募・染落、平安時代前半期の墓地 ・北落、平安時代末ー鎌紅時

代の秘落．戦国1月～近世初頭の土嬰 ・堀を:hする館跡の閲究が行われている。

発掘潤査は、現存する土異を削平する7区と水路掘削部分にあたる12区．の合わせて1ぶ沿面について実胞した．

7区は「はふしま」と呼称される麻畑の北半にあたり、怜i半分は平成5年腹に発掘隕究を実施しているので．そ

の潤査区名を踏襲して7区とした。今回は西・北 ・東の三方にかけて「コ」の字状に残存する土塁のみが阻1査対象

であり、土嬰の8箇所に潤査区を設定し．土摂の土附浙面と土摂下部の迅構の潤査を行った。

土星はしっかりした版築ではなく土をそのまま掻き上げたもので、土塁下部からは堀 • 土擦 ・柱穴を検出した。

発掘潤究の結果．①土塁の店底面は整地阿上而から立ち上がり土塁下部に述絞する遺構群より確実に新しい。②

西から北西部分では土塁線をトレースする形の堀が土嬰下部に存在する。③土塁からは年代決定に足る氾物を検

出していないが土異下部の遺椙群は15世紀後半-16世紀前半の年代が与えられる。という成果を得ることができ

た。「はふしま」という地名呼称と神代長良寄進状 (1571年）からこの現況で土摂を伴った餡跡が神代氏と1関連す

るものとの指摘があるが、少なくとも上塁の構築年代が17世紀を遡る可能性はないものと思われ、土塁下部で検

出された遵構群は16世紀前半までの年代を示すことから、この現況で土異を伴った館跡が16世紀後半の神代氏の

ものとする直接の根拠はない。

12区では、弥生時代中期の土堀、平安時代前半期の土凛 • 井戸 • 平安時代末-i廉倉時代の土凛 • 井戸・溝、室

町時代後半期の溝を検出した。少なくとも14-1',liを現地で確認した掘立柱建物は、兵北からやや西偏する方位を示

すものとより西偏するものに二分され、それぞれ平安時代前半期と平安時代末～鎌介時代の時期に対応するもの

と考えられる。弥生時代中期では廃棄土痰から良好な一括遺物がti¥土している．平安時代前半期の井戸からは大

形で針父組丸木匁lり抜きの井戸枠が1.l1土した。
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4 7区土塁セクション
閑版11 友貞辺跡

5 7区土摂全穀
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6 金立遺跡 （略号： KI R) 

辺跡の所在地

佐賀市金立町大字金立字大r・1
渭査主体者

佐買市教行委只会

潤査期Ill!

平成7年8月一平成7年10月

潤査面積

2,300m' 

遵跡の概要
図29 金立退跡位骰図 (S=1:25.000) 

金立辺跡は脊振山系から南へ派生する楳裔14m-20mの舌上丘陵.1:に立地する。本辺跡の周辺には、北に大門

遺跡が、凍に黒土原迫跡・来迎寺迫跡が、南に銚子塚古JJ'l.・大野原迫跡が、函方の丘陵上に権現原遺跡 ・西l蒋古

項などが、それぞれ分布している．

讃査は、面工事で削平される部分と水路工事で削平される部分とについて実施した。(1-3区）

1区の閲在では、弥生時代中期の残りのよい3碁の甕棺を含む8抹分の甕棺と土撰・小穴を検111した。ここは大l"I

地区の南燐で家々があるところから一段低くなる地点で、束開は辺構検出面より低いところに田而がある。南と

西は丘陵が緩やかに絞いている。（西隕は平成8年度圃場整備地区内）土墟からは、麻杯 ・褒 ・袋状口縁壺などの

破片がぎっしりと大奴に出土した。

2区の潤査では、明確な遺構は確認できなかった。ここは1区の雨洒約300m、丘陵の西南端に位誼するが、後世

の開墾により削平を受けており、残存状況は極めて悪い。

3区の潤査では、井戸および溝 • 土燐．掘立柱建物を検出した。ここは2区の東100mの丘陵上にある幅Sm、全

北約200mの水路の予定地の瀾査であるため、 5棟分のllii立柱建物をはじめ多くの洞、土凛が潤査区外に延びてお

り全容は不明な点が多い。その中でも潤査区北端に位沼する1碁の井戸からは、破棄された大点の追物が111土した。

それらは、中世から近世にかけての土師器 ・染付を中心とした碗 ・fill・ 壺・体・鍋などで3区を代表する遺物であ

る。

今回の関在において、 1区は北の大門退跡の、 2・3区は中世から近世にかけての梨落跡の、それぞれ縁辺に相当

することが判明した。しかし、 1区は狭すぎ、 3区は細長すぎて既嬰は掴みにくいものであった。
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4 3区作菜凪奴

図版12 金立迫跡 5 3区北端部全殺
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7 下和泉一本椎遺跡 （略号： SI S-4-9) 

追跡の所在地

佐買市久保泉町大字下和呆字一本椎

潤査主体者

佐双市教行楼江日会

潤査期間

平成7年7月～平成7年II月

潤碑積

4,532m' 

遺跡の概嬰
図30 下和呆一本椎遺跡位誼図 (S=l:25,000)

下和泉一本椎遺跡は佐買市北部の久保泉町に所在し、脊振山系南麓から派生する洪積台地の先端探狂5-6mの

部分に立地する。遺跡の周辺は1用墾により平坦な水田地帯が広がっているが、本米遺跡が立地していた地形は部

分的に点在する麻畑にその名残を打ることがでさる。実院、遺構はこの為畑を中心に検出されており、水EF1部分

は削平が激しく残存状況は非常に悪かった。

下利泉一本椎遺跡はとしては平成が利釘に1-3区の潤在をしており、弥生時代,1,期～中世の集落跡を検出してい

る。今回の開査は潤査区が1-3区に近接しており、同様に弥生時代中期～近世に至る遺構・ 遺物を検出した。9且

し、検出した遺構・遺物から追跡の主体となるものは弥生時代中期～奈良•平安時代のものであった。

弥生時代の遺構としては、掘立柱建物・土濱・溝等がある。特に掘立柱建物については讃査区全域について検

出できた。掘立柱建物の規格にはlXll月、 1X2IIU、2X2間、 2X3lfflのものがあり、その中には梁行に庇状のもの

を付設するものや入口施設に関連するような遺構を付設するものも検出された。また、掘立柱建物の周辺から弥

生土器を一括投棄した土濱も検Illできた。

古積時代の遺構には竪穴住居 ・掘立柱建物 • 井戸 ・ 土濱等がある． 竪穴住届は平面形が正方形基讃のものと及

方形碁潤のものが確認できた。ただ、前年度確認されたような周囲に溝を巡らせるものや鼈を付設する時期のも

のは確認できなかった。掘立柱建物は、 1X21月、 2X2IIIJのものが主体を占めるものであったが.3X4間の比較的

大型の建物も検出された。井戸は全て索堀のもので、埋土中より大且の辺物が出土している。また、 ：I:壕からも

一括投棄された遺物が出土しており、その中にはいわゆる吉偏系土器の影響を受けたものも数点含まれていた。

奈良 • 平安時代の遺構は、掘立柱建物 • 井戸 ・ 畑状遺構等である。 掘立柱建物は、 2X3間のものであった。 1t

戸は索掘りのもので埋土中より土師器 ・黒色土器A類等が数点出土した。畑状遺構は掘立柱建物周辺の数地点で

確認した。

その他に中世の畑状遺構・区画溝、近世の区画溝を検出した．

今回の開査により、当該地が弥生時代中期～近世にかけての梨落跡であることが明らかになった。特に弥生時

代中期の集落は讃査区全地区で検出されたことから、この地城に大規校な集落が存在していた可能性が考えられ

る。また、弥生土器の編年を考える上での好賓料や弥生時期の建物構造を考える上で興味深い資料も得ることが

できた。
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12 焼石遺跡1~5区 （略号 ：Y KS 1~5} 

遺跡の所在地

杵島郡江北町大字J:小田字椛現・小路

潤査主体者

江北町教行委員会

閲査期間

平成7年4月～平成8年3月

潤究而校

3幻6m'

遺跡の概要
図35

焼石追跡は、江北町西部の割岳山系南東麓にあたる標?.:&10-20mの扇状地に位誼する。遺跡の所在するl:小田

地区の山麓部は弥生～古項時代を中心に多くの追跡が存在しているが、過去に発掘潤査が行われたものはなく．

その実態は不明であった。 今回の閲査では、弥生時代の~~と戦国時代から1兆I.I」時代の城下集落と思われる複数

の屈敷地を検出し、その他に奈良時代と鎌れ時代の遺構・追物を若干確認した。

弥生時代の松はいずれも土器棺給で、 lA区で3~ふ 1B区で1甚.2A区で2基.38区で1碁と散在的に分布して

いた。1B区のSJ104が中型棺である以外は、いずれも小児と思われる小型棺で、時期は6基が中191前半から中頃、

1基が後期のものである。形態は石澁のJjt棺（甕） ・合口（甕＋甕 ・甕＋広口蔽）と多様である。土器棺堪以外に、

いわゆる祭祀土攘の可能性のある中期の土娯数移を検出した。戦国時代から桃J1」時代の秘落はいくぶん間隔をお

いて位沼する屋敷地の集合体で、平成7年度讃在では3箇所でまとまった遺構群がみられた。歴敷地の内部にはや

や大型の掘立柱建物跡を中心として土壊 ・小穴等の遺構が濃密に分布しており、建物の様相が比較的明らかな18

区では、 9棟の堀立柱建物のうち2X4間のものが沈~- 2X31/llのものが2棟.2X4f川以上のものが1棟、 2X2間以上

のものが2棟．規模不明のものが2棟であった。出土迫物は且的には多くないが、種類は多様で、在地系土器

（坪 ・小皿.!i3鉾 ・茶釜 ・火鉢）の他、初期のflii11焼（椀.on. 向付・甕 ． 揺鈴 • 徳利）．中国産の染付 （香炉 ・

椀 ・llll) ・'l!t磁（香炉 ・椀 ・on)・白磁 (Oll・J::1-)、李氏朝鮮王朝殺の白磁椀 ・陶器皿、石臼、茶臼、砥石、石塔、

中同銭（開元通宝・政和通賓 ・至逍元賓）、碁石状の貝製品等がある。

注目すべき退物としては、犬形と((!形の土製品や志野角形向付がある。桃山期の手びねりの犬形土製品は全国

的に類例が知られており.J阻内でも店i1t1lrt:c履作遺跡 ・店沖城跡埋I"屑i遺跡、佐打市東高木遺跡（嘉木城周辺）、

神埼郡城/.i;i三本谷北遺跡（勢紺寺城下町）等で出土している。“形土製品は中空で背中と頭の部分に穴が空いて

おり．形態からは水滴に最も近いが索焼きであるので断定し難い。志野は県内では初めて確認されたものである

が、焼石追跡では平成8年度に臥1査された6区から2個体 （角形1句付と向付ないし鉢）がIll土していて、今後の注意

により他の迅跡でも出土例の増加が予想される。

こうしたll'l物の内容や建物の規校筍から一般塁村とは考えにくく．展敷の主体者として中上級武士ないし褻農

附が想定できる。追跡西方の乙宮山には中世山城が構築されており、この城は111郭ながら内枡形虎口を有し．ぉ

そらく天正年llll以降に織豊系城郭の影響を受けて改築されたことが推定できる。焼石遺跡の近世初期の追構群は

この城跡と一体のものとして評価する必要があるだろう。
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8 牟田寄遺跡 （略号： MTY} 

遺跡の所在地

佐賀市兵庫町大字瓦町

潤査主体者

佐賀市教行委只会

躙査期間

平成7年8月～平成7年12月

躙査面積

2,647m' 

遺跡の概嬰

牟田寄遺跡は、佐双市東南部の兵庫町に所在する。遺跡範囲内には焼原川が南北に流れ、今回の潤査区はその

西1礼標高約3mを測る低平な沖積平野に位誼する。本這跡周辺は佐賀独特のクリークが縦横に走り、大部分は農

地として利用されており、宅地化はあまり進んでいない。

周辺には瓦町遺跡、千住遺跡、忠兵衛屋敷遺跡、修理田遺跡などが分布しており、これまでの関在で弥生時代

から近世の遺構・還物が発見されている。牟田寄遺跡においては、平成元年-41財釦こ讃査を実施し、弥生時代終

末期を主体とする集落跡が確認されている。

躙査は、水路工事で削平される2,647rrr(9AI区）について実施した。

9虚の潤査では、 弥生時代、古項時代、奈良•平安時代、中世所産の掘立柱建物10棟•井戸70基• 土嬢57基・

溝1峰等の遺構を検出した。この中で主体を占めるのは弥生時代の遺構である。

弥生時代の主な遺構は、後期末所産の掘立柱建物•井戸 ・土墳がある 。 掘立柱建物は2Xlfltl 、 IX!間の規模を

:(:fする建物を10棟確認することができた。これらの建物の柱穴は、平面形が隅丸の方形及び長方形を呈し、底而

には樹皮や木の枝を敷き詰め、横木を誼いた上に柱を立てており、この地域の軟弱な地盤を意誨した特徴的な構

造を呈している。井戸は比較的多く、明確なものだけで30甚以上検出した。いずれも素堀のもので、平面形は長

軸I.Sm程度の惰円形を呈し、深さは2m程を測る。土壊は20基ほど検出した。いずれも廃棄土濱である。出土遺

物は多只の甕．壺・体・高坪・器台などの土器のほか、木製品がある。また、ほとんどの井戸の底面からは、完

形状態の甕・壺等の土器が数個体まとまって出土しており、井戸に関する祭祀行為が考えられるのである。

古墳時代の遺構は検出数が少なく、明確なものは6世紀の所産と考えられる井戸2基のみである。いずれも紫掘

で、平而形は直径1.5m程の円形、深さ2m程を測る。出土遺物には土師器（甕）、須恵器（蓋・坪・高坪・提瓶）

等がある。 奈良 • 平安時代、中世の主な遺構は、井戸・洞等がある。井戸は明確なもので25基を検出した。平面

形は釦却mの円形、深さは2mを測る。溝は検出したほとんどが潤査区外に展開していたため機能については明

確でない。遺物は土師器 (llll・坪）、 3員恵器（甕・坪）、瓦器（椀）、白磁（椀）、冑磁 <nn.椀）等が出土 した。

今回の関査によって、周辺で確認されていた弥生時代終末期の集落の広がり、さ らに古項時代から中世に営ま

れた集落の変遷を知る上で只重な成果を得ることができた。
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9 妙常寺北遺跡 （鯰号： MJ K) 

遺跡の所在地

佐賀市兵庫町大字渕字下渕

潤査主体者

佐買市教脊委只会

潤査期間

平成7年11月～平成8年2月

潤査面積

2,300m' 

遺跡の概要
図32 妙常寺北遺跡位区図 (S=l:25,000)

妙常寺北遺跡は、官振山系から派生する標高Sm前後の沖積平野上に位誼する。本遺跡の周辺は遺跡の分布は希

薄で、半径沈mの円内に入るのは、躙査期間が同じである妙常寺南遺跡を別として、沿川城・東淵遺跡・淵道跡、

東名遺跡 ・ウー思新渭跡・コマガリ遺跡である。このうち淵JII城を除く遺跡は圃場整偏事業や大規根開発に伴う

事前の確認躙査で発見されたものぱかりであり、面的広がりも極めて小さい。これら点在する遺跡がある兵庫町

の北半分は、これらの開発の波によって新しい遺跡が発見される可能性も高い。本遺跡の名前の由来にもなった

古刹・妙常寺や龍造寺隆信時代の武将・空閑（くが） 三河守の屋敷跡という伝承ののこる沿1/11城周辺などの存在

からも窺える。

調査は、水路工渾で掘削される部分について実施した。(I. 2区）

1区の調査では、 消・ 土攘． 掘立柱建物を検出した。沼は、2区の壕・沿と同様だが、周辺のクリークとの方向

や深さで整合性がないので、現代との間に大規模な開発がすでに行われていたものと推測する。遺物と しては土

師器や陶器を中心とした椀・皿・壺・ 鉢・ 鍋などが出土した。

2区の調査では、壕・溝•土濱・掘立柱建物を検出した。 壕は一度埋められたあと、南側に少しずらして再び掘

られたらしく、北半分の方には掘立柱建物のひとつが建てられている。遺物としては、破棄された大塁の遺物が

出土した。それらは、中世から近世にかけての土師器 ・染付を中心とした碗 .nn. 壺・ 鉢・ 鍋などのほかに石製

品・木製品が出土した。

今回の躙査において、中世から近世の集落跡の縁辺部に相当することが判明したが、まだ不明な点が多い。妙

常寺と淵/II城跡との間に位誼する本遺跡は、両者と何らかの関連があることは疑いない。しかし、潤査区が水路

予定地区と面的に限定されていて、全容が掴みにくい。これらの潤査を踏まえたうえで考察する必要がある。
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l 妙常寺北追跡2区から北を望む（北の恥落は郡II城跡）

2 妙常寺北迅跡I・2区

3妙常寺北迫跡2厄 小穴の辺物/I¥土状況

図叛15 妙常寺北迅跡
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13 雲透遺跡（略号： KUM) 

遺跡の所在地

肘津市淡字雰透

讃査主体者

郎布ti教行委U会

潤在期間

平成7年9月～平成8年3月

潤査而積

3,100面 誓]-=-
に
2図柑位跡跡遵透唸

遺跡の概要

雰透遺跡は店津市の地形の特色のひとつとなっている準高原状の上場台地の北端、海に突き出た丘陵上の先端

図36

部にあたる。襟高は約60mに位立する。この遺跡の南側にある緩斜面に縄文時代晩期から古項時代までの秘落・

絡地が断統的に営まれた鼓遺跡がある。またこの雲透遺跡が立地する汝地区は旧石器時代からの十蓮遺跡、弥生

時代の麻地性集落の液中野遺跡、,,,世期の湊松本遺跡が点在する。

遺跡は厚く堆積した耕作土中に埋没していた．

主体となる時期は弥生時代中期初頭と考えられる。また検出した遺構はかなりの面積で削平を受けていたが、

円形住居を1軒確認した。地形的にはもう数軒あったものと考えられる。

また．この時期のゴミ捨て場である貝塚を検出した。貝塚はこの地域特有の酸性の強い土壌のため、土壌に接

した而の貝は溶解し、原型を留めていなかったが財さ40cmの貝層中にはサザエ ・アワピ等の岩礁性の貝類、沿料

部では捕獲できないが外洋性の回遊魚であるマグロ類の脊椎件、フグのアゴなどの魚件、イノシシ・シカなどの

獣類のアゴ骨、魚を捕獲するためシカの骨で製作したヤスなどの漁榜具を含む自然遺物を多数検出した。この検

出した遺物群のなかで特箪すべき遺物として南海産イモガイの貝輪（腕輪）がある。あえて手に入りにくい術海

殴の貝で製作したのは身分の象徴のためと考えられると同時に、海を介した広範囲に及ぶ交易がこの時代に存在

したことが想像できる。

出土した土器は弥生中期初頭に比定される城ノ越式、須玖 1式が確認され、この2形式以外に弥生土器は出土

しなかった。このことよりこの裳透遺跡が極めて短期間に形成、廃絶したことが理解される。

今回発見された貝塚は外洋性 ・岩礁性の魚類・貝類を含み、市内はもとより県下でも只重な発兄例となった。

また時代的にみて弥生期の貝塚は稀であるが、この時代の貝塚がこの唐律の上場地方で発見されたことに意義が

ある。魏志倭人伝の記載されている「末fJfOO」には潜水漁法のことを記述しているが、岩礁性の貝の多くは潜水

漁法で捕獲するため、このことより魏志倭人伝の記述を裏付けることとなった。

また、貝塚は当時の食生活、生活環境の復元がかなり細かい部分まで可能であり、この時期を解明するうえで

有力な汽料を提示してくれたと言える。
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10)_¥ 愴＇新盲血 （略号： M J K) 

遺跡の所在地

佐賀市兵庫町大字渕字下渕

讃査主体者

佐賀市教'ff委只会

潤査期間

平成7年11月～平成8年2月

讚査面積

2,300m' 

遺跡の概要
図33 妙常寺南遺跡位骰図 (S=1:25,000) 

妙常寺南遺跡は、脊銀山から派生する標高5ml前後の沖積平野上に立地する。本遺跡の周辺は遺跡の分布は希薄

で、半径2kmの円内に入るのは、讃査期間が同じである妙常寺北遺跡を別として、氾JI(城跡 ・東沿遺跡・潤遺

跡・東名遺跡・ウー屋敷遺跡 ・コマガリ遺跡である。このうち沿IJII城跡を除く遺跳は最近の圃場整偏や大型の開

発に伴う事前の確認躙査で発見されたものばかりであり、面的広がりも極めて小さい。これら点在する遺跡があ

る兵庫町の北半分は、これらの開発の波によって新しい遺跡が発見される可能性も高い。本遺跡の名前の由来と

なった古刹 ・妙常寺や能造寺陸信時代の武将 ・空閑（くが）入辺の屋敷跡という伝承の残る淵川城跡周辺などの

存在からも窺える。

潤査は、水路工事で掘削される部分について実施した。(!区）

1区の躙査では、壕・溝 • 井戸•土濱・掘立柱建物を検出した。

遺跡の中央を東西に走る壕は、妙常寺北遺跡のそれとは遠い、潤査区外の東西に延びるクリークと方向が一致

する。（現在は両者ともより深く掘削され1本の水路となっている。）ここからは土師器をはじめとする冑磁・白

磁 ・染付を中心とした椀 ・皿 ・壼 ・鉾・鍋などのほかに石製品・木製品などの遺物が出土した。

今回の躙査において、中世から近世の集落跡の縁辺部に相当することが判明したが、まだ不明な点が多い。妙

常寺の南東部に位誼する本遺跡は、妙常寺北遺跡とともに妙常寺と何らかの関連性があることは疑えない。また

北方約500mに位誼する潤川城跡とも関連性があるだろう。しかし関査区が水路予定地区と面的に限定されていて、

全容が掴みにくい。これからの躙査を踏まえた上で考察する必要がある．
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2 作業状況（木立の1:,1こうに妙常寺を遥哨）

4 I区 洞の上陪浙而
図版16 妙常寺南迅跡

•.·ii. 
』〈J

3 井戸トレンチ状況

5 追物/l¥J.:状況 (I区溝）
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11 岡遺跡 （略号 ：MJ K) 

追跡の所在地

多久市多久町字岡

潤査主体者

多久市教行委U会

謁究期間

平成7年II月～平成8年2月

潤査面栢

2,300而

追跡の概要
図34

岡辺跡は、多久市多久町字岡に位誼する。岡地区は茶園原遺跡報告i'.I(1980)で、多久市内では阿蘇4の火砕

流の代表的な露頭が観察されるとされた所である．氾跡の南011の切通しには阿蘇4の堆積が観察できる。追跡は扇

状地上に立地する。基本土筋は耕作土 ・床：I:・ 灰色の砂買土 (!0-20cm.追物包含陪） ．橙色砂壌士（迫構確認

而） ・レキ府の顛である。追格の埋土は灰色の砂填土と黒褐色の砂壌：l:の2種類である。

遺跡の周辺には、旧石器時代の台形石器等が出:I:した山王迫跡が分布する。岡辺跡周辺も黒昭石の泊,,片が散布

しており園知の遺跡として佐買県迫跡地図に登録されていた。北、 l.3血には考古学史」：有名な三年山追跡がある。

濶究は、 工事で削平される部分について実施し、便宜」こ、 1 -n• m -IV区に区分した。

1区の閑査では溝 ・：I・. 坂・ 小穴群が発兄された．また、旧流路と考えられるものも発見されている。出-1-.した

退物は縄文時代のものが大半を占める。その他は、中世の:I:師器と胄磁椀が数点1.ll土した。縄文時代の追物は縄

文時代後期後半（三万田式）のものが主に出土した。土器は、注口土器（注口部のみ1点） ・深鉢（波状紋を持

つ） ・ 浅鉾~ 石器は十時形石器・剥片鏃 ・つまみ形石器 ・石核等が出土した。

n区の潤査では、ビッ トと掘立柱建物跡が1棟発見された。1位1立柱建物跡は柱間は約2mである。一部閥査区外

にかかるので全体は不明である。逍物は縄文土器の細片が数点出土したのみであった。また｀井戸と思われる遺

構からは木製品 （詑の柄 ・椀）2点が出土した。

m区の潤在では小穴が検出された。追物は縄文土器の細片のほか、土師器皿の小片等が出土し、中世の追構が

広がっていた。

今回の閾在で縄文時代後期のまとまった沼料を得ることができた。三万田式の土器や十字形石器は、多久市で

は初めて筍られた沢料であり、縄文時代後期後半の遺物の組成が明らかになる。ただし這物の組成は、追跡の立

地条件と追跡で展llllされた行為の述いによ って変わってく ることが指摘されており、今回の成火の解釈は他の遺

跡との比較検討を踏まえて行わなければならないだろう。特に、多久市はサヌカイトの原産地という地理的条件

があり他地域とは述った辺物の糾成を示すことが予想される。

多久市内では牛淳HIの河川沿いで、平成5年に介富遺跡で縄文晩期初頭のまとま った資料が潤在されており、今

回は縄文時代の一時期のまとまった只料を柑たという点では2例目になる。このような辺跡の発見が招積されれば、

縄文時代京創期とされる多久尖頭器群も含め多久地区の縄文時代の様相が次第に明らかになると思われる．
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図版17 岡迫跡
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14 八幡溜第1I遺跡（略号： HM D II) 

追跡の所在地

店汁呻佐志字浜町

潤在主体者

店沖市教育委貝会

潤査期1111

平成7年6月一平成7年7月

潤査而積

500m' 

遺跡の概要

八幡涸第n遺跡位切図 (S=1:25,000) 

八幡溜第n追跡は唐津市の西部に準平原状に広がる東松浦玄武岩台地の東側嬬部のほぼ中央部に立地する。こ

の一滞は玄武岩の風化土壌で標高約130~200mの台地（通称上場台地）である。

本遺跡周辺の西鳴には、笹ノ尾道跳、京履作遺跡、枝去木山中遺跡、原遺跡、馬部甚蔵山遺跡、中尾ツ枝遺跡

等の旧石器時代ー縄文時代の遺跡が数多く点在する。追跡の東側は、怠激な伯斜で佐志地区の平野へと校いてい

る。この下場 （上場に対する）には、縄文時代中期以降の硬玉製大珠や石括、多数の石鋸が出土した徳蔵谷遺跡、

中国・朝鮮半島からの多駄の輸入陶磁器が出土し、這状の這構が検出された鎌店ー室町時代が中心となる佐志中

通遺跡、松浦党佐志氏の館浜田城跡等多くの道跡が分布している。また、名C曼屋城へ至る通称太閤逍は下場の佐

志を通過して八幡溜第n追跡の閲辺を通っていたものと考えられている．

潤査は、辺路の拡輯工事の中では遺跡が残されている可絡性が高く、また、特に広く削平される500m'について

実施した。今回の潤査では、焼土壌とビットと洞状の遺構を検出した。

焼土演は全部で3基検出し、東側のSK02とした焼土濃が最も残りが良好で、上部は削平を受けているものの平

而の形状は隅丸の台形状をしており、 立ち上がりも明瞭であった。SK02は炭化物などの層が幾頂にも分かれてお

り、璧面 ・床面ともに黒褐色から赤褐色をしており堅く焼き締ま っていた。他の2甚の焼土嬢も同様に焼き締ま っ

ていた。2基の焼土堀は東西に延びる溝状迫構に切られており、特に、 東側に位訂する1基は上部を大きく削られ

ており平面の形状は不明瞭である。溝状の追構西側に位誼する焼土壌は北側が削られていて大きさは明瞭でない

が形状はSK02に近いものと考えられる．ビット は潤査区の中央南寄りで検Illした。J甚だけの検/J.¥であった。埋

土には炭化物が混入していたが、 他に遺物などは見られず時期は不明である。溝状の追構は潤究区の北側を東西

に延びる追構である。追構の西側は削平もあり自然に消滅しており、東開は辺などによって壊されている。潤査

区全域で上部は耕作を受けており、北側lの一部には現在の近路を改良 した痕跡が兄られ、阪壊を受けていた。

遺物は包含府から焦曜石製の細石刃や剥片、 土師皿等が出土している。三綾尖頭器が2点出土しているが表土か

らであった。

今回の潤在によって、上場地区（特に佐志地区）における旧石器時代の追跡の広がりを知る上で大変重要な地

点であることがわかった． また、焼土攘は奈良末一平安時代の蜂 （とぷひ）の可能性もあり交通や通信の嬰所で

あったことが判19]し、共重な預料を得た。
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迅跡全殿（面から）

~ 
2 迅構完掘状況（西から）

3 迅物出土状況（東から）

図版20 八幡溜第D辺跡
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15 赤坂m遺跡（略号： AKA-ill} 

遵跡の所在地

束松浦郡肥前町大字赤坂字太田

閾査主体者

肥前町枚行委貝会

潤査期JIU

平成7年7月～平成7年10月

讃査面積

700m' 

迫跡の概要
図38 赤坂m迫跡I立れ図 (S=訟5,000)

赤坂mm跡は．伊万里市に接する東松浦半島の面部襟嘉18.5mの南西向きの低丘陵に位収している。この一帯は、

第三紀の堆積防を突き破り流失した溶岩によって形成された玄武岩台地である。現在、迫跡の南西側には水田が

営まれているが、以前は低湿地俗であったと考えられ、翌mな1'Ji水もみられる。 周辺には旧石器I~'\:から縄文時

代の遺跡が点在している。

潤在区は南北、東西を主軸に2X2mのグリ ッドを設定し、発掘作業は手掘りで行い、出土辺物は各グリ ッド毎

に出土地点を記録して取り上げた。

遺物包含府は 1-m層に区分できるが、 1]、m陪では旧石器時代～縄文時代の遺物が況在していた。遺物はナ

イフ形石器 (4点）、 細石刃、細石核 (I点）、石鏃、安山岩製の削器、 土器片などが出土した。他に弥生土器片、

表土からは近世の陶磁器片が出土した。また、 4甚の土堀と2条の溝状追構を検Illした。

今回の関査では、各時代毎の打料が極めて少なく、 一時的な生活の場であったと考えられるが、詳細について

は不明である。ただ、立地条件については極めて良好であり、潤査区が追跡の中心部をはずれている可能性もあ

る。

また、陶磁器については、 1雌t紀以後のもので、 江戸時代から近年まで集落があったことが氣える。

疇

=こニニ

゜
So, 

図39 赤坂1l1辺跡出土辺物実測図 ($=2/3)
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1 讃査区遠漿

·~ 置し・

閾

;, 
2 閥在区 (I区・ n区）

4 掘立柱込喝跡

5 :t濱

3 閾査区（田区）

8 讃査風致

図版21赤坂m遺跡
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16 長倉遺跡（略号： MR K) 

遺跡の所在地

束松浦郡玄海町大字長倉字鬼塚954

潤査主体者

玄海町教行委い会

潤究期間

平成7年6月～平成1年11月

潤査面積

1,300m' 

辺の概嬰
図40 長介遺跡位沼図 (S=1:25,000) 

本辺跡は、玄海町の中心部の長倉地区にあり、有浦川の開析によって形成された標底約8m前後の平野部の畑地

に位誼している。追跡の性格は、弥生時代中期から後期の慕地および鎌倉時代の不明遵構である。

検出された道構は、弥生時代中期から後期の石棺募3基と鎌倉時代の石敷這構と砂利状道辺構で、特に、 石敷遺

構は、閲査範囲の北東側に位誼し、糾は凍西約15m、南北約10mの範曲に最も集中していた。整地而から平均高

約10cm以内に、大から小礫を敷き詰め石敷状態にしてあった。石の大きさは大裸で径45cmX45cm、中礫径30cmX

35cm、小礫は拳大く らいであった。中には径50onX60anを越えるものも含まれていた。これらの石を組み合わせ

て迫構は成り立っており、ここの礫群の中には潟さを一定高にするために大礫の上面部に潤整を施した痕跡が見

られるものが数個含まれていた。また、この石敷遺構の間を通る形で3-Scm程度の小石を使用した糾lm、長さ13

mの砂利状の逍辺構があった。

出土遺物は、弥生式土器、石鏃、甕棺など概数にして13,500点以上あった。石棺糾の副葬品として、硬玉製勾

玉2個、碧玉製管玉5点、ガラス小玉400点以上あり、平安時代末期から鎌倉時代初頭に想定される八綾鋭とw白磁、

？母開象嵌冑磁nn、土師器` 双耳壺片などが1.I.I土している。

検出された石敷遺構の性格については、この辺構以外の中世迅構が検出されなかったことと石敷泣構が多く1りl

を見ないもので、特定するまでには至らなかった。今後の類例の培加で解明が進むことが望まれる。
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2 関査区空中写真

図版22 長介追跡 (1)

,il1ftl2(遠屈（東から）
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3 石敷遺構全景

4 SC02石棺検出状況

5 甕棺硲検tll状況

図版23 : 長倉迫跡 (2)
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I (I磁碗11',-t状況

2 八緑饒

＇ 
• ••fl 

3 SC:02石棺1fllll土辺物

図版24 長介追跡 (3)
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17 下中杖遺跡（略号： S NT) 

遺跡の所在地

神埼郡三田川町大字豆田

讀査主体者

佐賀県枚育委員会

讀査期間

平成7年9月～平成7年10月

調査面積

413m' 

遺跡の概要

下中杖遺跡は、脊扱山系から延びる二塚山丘陵の縁辺部にあたり、井柳川と切通Jrlに挟まれた標高6-7mの低

位段丘上に立地する。潤在地点は、現在町道および宅地となっている。本遵跡の周辺には、東に塔の塚税寺跡・

坊所三本松遺跡、北に目達原古れ群、西に吉野ケ里遺跡などが分布している。

讃査は、導水管の埋設および仮設排水路によって削平を受ける逍路・宅地部分413m'について行った。

今回の躙査では、土嫉2甚 • 井戸1甚 ・ 柱穴等を検出したが、全体的に遺構の残りは悪い。 土壌内からは弥生土

器が出土しているが、ほとんどが小破片である。井戸iよ二段掘りで、最下層からは椀が1点出土している。柱穴に

ついても残りが悪く、柱痕が残るものは1箇所のみであった。

潤査区西側の水田部分は、圃場整絹等により削平を受けており追路部分よりl-2m下がる。這路部分の遺構の

状態から考えると、水田部分にも遺構が広がっていたものと思われる。また、掘立柱建物と考えられるものもあ

るが、ビット（小穴）が水田方向に1句いていることや、水路による削平のため規校は不明である。

井戸については、上料において土器が出土しているが、ほとんどが小片である。下層から出土した椀は平安時

代のものと思われ、口縁部を一部欠損している。全体に小破片がほとんどであり、時期を特定できるものは少な

い。また、讀査範囲が導水路紺・水路幅ということで狭い潤査区であるため、掘立柱建物等については、規段の

確定が難しい。

今回の調査は、平成4年度に閑査を行った地区の統きにあたり、当初から遺構の存在が予想されていたが、調査

区自体が遺跡の西端であり、遺跡の本体からも北西に外れた場所であるため、前回の潤在地点よりも遺構の密度

が薄く遺構の残りも悪かった。しかしながら、躙査区自体が遺跡の縁辺部であることから、これまでの隕在結果

と合わせることにより下中杖遺跡の西側ラインがおおよそ確定できるものと考えられる。
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ー 本線部分全骰（東から）
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本線部分SE05(北から）

3
 図版25 下中杖遺跡

仮排水路部分 （南から）
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17 宮ノ前北遺跡（略号 ：MI Y) 

追跳の所在地

伊万里市木須町字宮ノ前

潤在主体者

伊万里市枚脊委貝会

閥査J911l¥1

平成7年7月～平成7年11月

閥企面積

1.273m' 

迅跡の概要
固42 宮ノ前北迫跡位誼固 (S=l:25,000)

追跡は、伊万里市街から北西方向に約3kmに位誼し、木須川によってできた扇状地上の微1品地にあり北西方向に

大きくl:11けている。潤在地点は3箇所 (AJ也点 ・8地点 ・C地点）である、現況は水IIIである。標高はル也点が約6

m. 8・C地点が約4mである。

碑点では土濃墓3基、掘立柱建物と思われる柱穴群、貝塚を確認した。SK!は隅丸方形で長さ約1.6n,、輻約0.7

m, 深さ約0.3mで内部から仰臥伸展葬の壮年女性と思われる人件と刀子が出土した。SK2は隅丸方形 ？ （削平を

受けている）で長さ約0.95m,幅約0.9m,深さ約0.08mで内部から仰臥伸展葬の拐性？と思われる人・rtと沿石製紡

錘車が出土した。SK3は隅丸方形で長さ約1.4m、幅約0.68m、深さ0.6mで内部からは何も出土していない。土演

認周辺からは4-6世紀の土師器、須恵器などが出土しており、上凛猿もその時期と思われる。

貝塚の貝層の厄さは最大0.2m程度である。貝の種類はカキが大半を占めている。上師慣皿、瓦沿等が出土して

おり12世紀と思われる。貝杓より上Jf1の出土這物で若干の時lfll差も兄られるが、ほぼ同時期のものと思われ、貝

殻は短期間に税棄されたものと思われる。建物の柱穴と忠われる柱J'(群は白磁、 w磁などの輸入困磁器が出土し

ており、 12世紀代と思われる。

8地点では、土痰硲2碁と迫物を多屈に含んだ包合層を確認した。SK!は惰円形で長さ約1.6m、幅0.7m、深さ約

0.26m で内部から仰臥屈葬の~i:年女性と思われる人件が/U土した。SK2は楕円形で長さ約0.92m、輻0.65m、深さ

約0.おmで内部から仰臥屈葬の人件（性別・年令不明）が出土した。主な逍物は、縄文土器（坂の下式 ・中律式）、

石器 (/Jしlllli石、サヌカイト）、猷件、鯨f:t(脊椎1'tの一部）などが出土している。土城墓は縄文時代中期～後期初

頻と思われる。

C地点では塚と思われる積石を確認したが当初から塚をつくるために石を積み上げたものではなく、閑地から

でてきた石を積みJ:げたのが塚のようになり、いつの問にか伺仰の対＆となったと思われる。塚上には五輪塔の

一部（空風輪 ・台石）が据えられていた。主な出土辺物は肥I涌陶磁器である。

11• 万里市内で縄文時代の人ftが出土したのは初めてである。限内でも縄文時代の人ftの11l土例は少なく佐買市

の束名辺跡（縄文時代早期）についで21列目である。当時の埋葬習111を知るための共頂な賓料である。また、多屈

に出土した縄文土器は阿裔系土器の坂の下式（坂の下迫跡西有田町）が中心である。この土器の特徴は縄で施

紋せず世1線文やl!!I点文で装飾し、沿石の粉末をifと入している。特にこの時期の西北九州を代表とする土器で、縄

文土器の研究において学術的価値の麻いものである。
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I資料 3 I 

確認調査実施要領（平成 7年度）

① 確認閥在

(!)湖伯

I. 現地確認

潤査U・エ;J(祖当諜立会のうえ、 工事範囲 （潤査範llll). 掘削機搬入路 ・その他の検討．

2. 発掘承諾t'I(別添1)

文化財課へ1遺跡1通．ェ半祖当課窓口。発掘承諾については、承諾内のみではなく、潤査対象地椛者へ

の．潤査に対する承認を充分符ておく。

3. 鱗の2第1頂別記2(別添2)

発掘潤査予定地所在地、所有者、祖9査対象面積、道跡の種類、地目、発掘氾当者名、行手時期等を記載

し、発掘捐当者承諾円（別添3)を添付して文化財諜に提出．

4. 堀削機・作業Uの手配

人数の目安は、手掘りの場合 15人/18

掘削機使用の場合 3人/1日

※作業条件：作業時間 8:30-17:15. 日当6,100円

※雇用予定発掘作業員の名簿（別添4)を作成し、庫前に文化財課に提出．

5. その他用泣するもの

小型カメラ・野帳 ・移植ゴテ ・尺 ・エ事計画図面・文化財課指定のB誌（別添5) ・文化財課が用意する

フィルム (35ミリ ・カラーフィルム以枚掛り）等の潤査記録類。なお、作業Uには各自 シャペルを用意し

てもらうこと。

(2)潤在

I. 原則と して、 20mP1]隔で碁盤目状に試掘坑を設定。

2. 試掘坑は、 2mX2mを碁準とする．

・耕作土と深土を区別する。

• 土彫、遺構面までの深さ、遺構・遺物の性格及び遺存状況等記録する。

・埋め戻しは、深土を先に戻して十分転圧した後、耕作土を戻して復l日する．

3. 工作物・道・水路等の取り扱いに注意し、また工事祖当課が必ず立ち会う こと。

潤査においては安全に充分心がけること．

② 讃査記録の整理

I. 8誌 • 閲査地区．試掘数、その他特筑すべきこと。

・作業員数（例： 7.5人）、掘削機台数 （例： 1.5台）

・文化財課へは｀印のある原紙（別添5)を提出すること。

2. 濶査結果表（別探6)は関査区紺にまとめる。

3. 試掘坑土層図（別添7)、遺構が検出された場合は平面略図（別添8)を作成する．
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2 AJ也点c区 SKJ 

4 B地点c区全飛況 （南西から）

5 B地点C区 SKl 検出状況

3 A地点c区 SK2 人骨検出状況（北東から） 6 

図版26 宮ノll(I北迅跡 (1)
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7 B地点C区 SK2人1↑検Ill状況 （北東から）

8 B地点c区鯨1't(脊椎件一部）

9 B地点c区 鯨骨検出状況

図版切宮ノ酎／北遺跡 (2)

-- ·-·-~ 

10 C地点遠穀（西から）

II C地点 積石塚状追構 （束から）

12 噂点 セクショ ン （南束から）
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4. 図面 試掘坑の位誼 ・番号・ 遺構面までの深さ (-45cm) ・遺跡の範囲等を配布した

図面に記入する。

5. 写兵 フィルム (35ミリ・カラーフィルム以枚扱り）は文化財課で現像するので、確認謂査後直ちに未

現像のまま文化財課に提出。

プリントしたものを至急、市町村に返送しますので写真の説明をつけて潤査結果表と併せて提出．

（重機使用及び作栗月の作業状況を必ず複数枚船影すること。）

※以上の記録類はすべて、潤査後文化財課に提出する。

※確認謂査結果表・図面等の記録類は平成研渡刊行の 「佐買県農業基盤整錨事業に係る文化財讀査報告

書15」の原祖に使用します。

③ その他の手続き

(1)掘削機借り上げ

1. 運搬等の効招上、地元業者3業者の見積合せによる単価契約を行なう。

2. 上記業者は、見積{!1(別添9)を提出し、決定があれぱ所定の契約密（別添10)2部を速やかに文化財課に

提出する。

3. 掘削機使用にあたっては、日時 ・場所等を軍前に菜者と充分打ち合わせ、かつ安全を期すこ と。調査終了

後、速やかに掘削機の作業実績簿（別添11)を文化財課に提出する。

(2)躙査依頼および旅内

・文化財課が潤査を依頼した市町村調査貝については旅＂を支給する ので、次の白類を文化財課に提出

されたい。

・確認潤査承諾行（別添12) ・旅費請求委任状 （別添13)

・就業確認;<J OJIJt.lil4) • 口座扱替申出ID(別添15)

(3) 就労讃杏

1. 必ず所定の様式（別添16)を使用する。

2. 讃査後｀作業貝の押印、日数を早急に文化財課に提出する。

(10月下旬または11月下旬等に確認頷査を実施した場合も、月末締めなので当該月末までに文化財課に

必行とします。やむを得ず提出が遅れる場合は、 FAXで送信も可。）

3. 市町村讚査日が潤査にあたる場合は、市町村教育長・祖当者の証明印を必要とする。

(4)賃金支払い

1. 発掘作業貝の賃金は県から支給する。

2. 只金支払い日は、翌月に日時を指定する。（概ね翌月の10日ー15日）

3. 現金で支給するので亀支払い場所、連絡祖当者等についてあらかじめ決めておき、文化財課に連絡をする。

4. 賃金支払い当日は、就労讃嘗と同一の印鑑で、領収の押印を行なうので発掘作業Rには支払い場所・日時

について十分周知させる。なお、支払い時には担当者の立会を必嬰とする。

※※ 資料1-3は平成7年10月118およびl2月15日に開催した 「平成8年度農業基盤整偏事菜に係る文化財の保

護の協議会」で使用した臼料である。
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V. まとめ

平成7年度の関林菜甚盤整紺11'菜等に係る文化財確認渭査を佐灯東部地区の凡栖市、佐釘西部地区の佐打市をはじ

め屈内5市12町1村32地区で実施し｀筑後川下流川水事業に係る確認閲究を三田川町など9地区で実施した。

また、平成6年度の確認潤在の結果の協講に甚づき平成7年度に実施した発掘潤査（本潤査）は、中原町 ・ 上~T 

佐賀市 ・多久市 ・汀北町 ・1甘津市・肥前町・玄海町の16遺跡と筑後川下流用水lfC栗地区内1迫跡、国営伊万里開拓!JC

業地区内 1追跡の計18遺跡である．

以下、平成7年度の確認潤在について、まとめてみたい。

佐打東部地区では、 .ri栖市九千部山横断絲地区で試掘閥査を行なったが、今回は「若山砦（ワカヤマノトリデ）J

関述の辺構を確認した。当該地区は、勝尾城二の丸から200mほど下がった地点で列石迫構、 焼土 ・炭化物等を検Ill

した。勝尾城下町辺跡は戦同時代 (16世紀）に束肥前を中心に筑前 ・筑後まで勢力をふるった戦国大名 「筑紫氏」の

城下町追跡であり今後、広域碁幹林道建設事業の巡展のなかで、 当該城下町追跡の保護と開発計画との関整がさらに

必要になってくると思われる。

また、佐賀東部地区では、面的なfifil場整備が最終段幣を迎え、この地区の中bi(町北部地区箕〇；i・綾部工区の確認讃

究では縄文時代から奈良時代・中世の集落跡の存在を確認した。野田氾跡・拾徳遺跡では7,000面の、原古Ti-*
旧跡では2,000m'の辺跡の広がりを確認した。

佐賀西部地区では、佐双市金立南部地区、鍋島地区、兵庫西部地区、久保泉西部地区、多久市本多久地区、大和町

西部n水川上南部地区、 三H月町佐賀西部＃水戊地区で追跡の存在が確認された。

潤布の結果、金立函部地区は、対象地7haに対し、全域で消 ・柱穴などを検mし、弥生時代,,,期～中世の集落跡と

考えられる70,000m'の這跡の広がりを確認した。鍋島地区は、対象地40haに対し．その北東部と南東部で消・小穴な

どを検出し．その迅構から土師器 • 関磁器などが出土し、 中世ー近世の集落跡と考えられる33,000m'の追跡の広がり

を確認した。特にi釦東部では新発見の追跡であったため． 「江頭追跡」として周知化を図った．

兵Mt西部地区、久保尿西部地区は、中近世の辺物は出土したが、大半は削平されており、遺栴密度は極めて薄いこ

とが明らかになりまた．兵1,11西部束沿地区は巨坊川の氾濫原や湿地帯であったと考えられる所兄がrJられるなど．

この地区の近世秘落の様相を示す川頂な汽料が得られた。

多久市本多久地区は、新規事菜の対象地IQ.Shaに対し.15.000m'の迫跡を確認した。閲在対象地区の南側から巾央

部にかけて小穴 ・溝状辺構などが確認されたが、閾査区全域に縄文時代のサヌカイ トの剥片が認められ、縄文時代後

期の土器の出土から、近くに立地する岡遺跡同様、縄文叶代後期の追構の存在を予寮させる．今後、多久地区周辺の

開発の際しては十分な確認潤査と讃整が必咬になってくる。

大村l町西部導水JII上南部地区では、濶査対象地区の西側、 三日月llfよりで弥生時代、奈良時代の追構を確認した。

二日月町佐買西部導水地区は、対象地2,SOOniりこ対し、祇園）IIの氾濫原を確認したほか、関在区の一部で小穴、洞状

達構を確認したがll'I構密度は低いと考えられる所兄を柑た。また、今後、西に伸びる専水事業では、弥生時代の環壕

集落である土生遺跡（国史跡）の隣核地を導水行が通るJt両があるため、文化財の保謹について,1,前の十分な潤整が

必吸となってくる。

佐質西部地区は.,;:i業基盤整憐lJf,lとが後発であったこともあり、近年開発事業が秘中している。特に佐釘市の場合、

現在の集箔近くでの開発Jt西が多く、 ll'I構密度の底し'.i.l'I跡が集中して確認されており、悶林旧当部局との潤整には時
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間を咬した。設計変更や事業計画箇所の繰り延べなど農林旧当部局内での讀整、特に佐買市教行委日会による口大限

以上の本潤五対応など関係各様関および瀾査担当者には改めて惑謝したい。

佐賀南部地区では、鹿島市、江北町、太良町の3地区で確認潤査を行なった。江北町江北地区では、中山間地域農

村活性化総合事菜に伴い確認潤査を行なった結果、旧河川 ・谷部を除くほぼ全域194,000m'で小穴•土攘•井戸状遺構

等を検出した。弥生土器 ・土師器 ・須恵質土器 ・輪人磁岱・近世困磁器等が出土し、当該期の集落が広がっていると

考えられる。江北町小田地区は、江戸峙代にば小田宿として栄えた場所であり、背後にそびえる乙宮山の山城跡とと

もに小田領主であった馬場氏との関述が注目される辺跡である。関係機関との躙整の結果、やむを付ず遺構の保存が

薫しい範囲については江北町教育委貝会が乳9査主体となり平成7年度から平成9年度までの3ケ年において発掘讃査に

よる記録保存を実施することになった。平成7年度施工地区の発掘潤在は町に文化財専門職Rが未配はであったため、

駄文化課の讃査支援を受けて実施し、平成8・!)Sf.度については町に採用された嘱託朧口により発掘謂査を実施するこ

ととなった。

佐打北部地区では、固営伊万里地区総合農地開発事業木須団地里工区では、対象地10.2haに対し、 4,100m'の遺跡を

確認した。伊万里市内では縄文土器および弥生時代前期の土器のIii土例が少なく今回発兄された遺跡は只重である．

なお、木須団地工区で工事中に猷件が発見されたため、中世の貝塚約12m'については緊芯的に潤査を行い、カキ、ア

カガイ主体の貝塚が広がっていること確認し、その中から土師器や獣竹片を検出した．また、久原地区では対象地

14.Shaに対し、約1,300m'の範囲に公欠堆積による遺物の包含図が確認されたため、協議を行ない、その結果盛土対応

による設計変更で保存を行い、エぷを施工した．

なお、平成7年度に実施した宮ノ前北遺跡の本潤査では、縄文時代の土墳慕から人付が1i1土し、当時の埋葬を考え

る上で只頂な資料であった。また、多2に出土した縄文時代中期から後閉初頭の土器の中には、消石の粉末を浜入し

たものも認められ、西北九州の縄文土器を研究する上でR重な資料を提供した。

佐賀.r.場地区は、鎮西町の限営畑地帯総合土地改良事業上場地区 （塩鶴地区）、肥前町上場m期 （納所地区）で遺

跡が確認された。

塩鵡地区は、調査対象地!3.2haに対して良9査を行った結果、 12,000m'の範囲において石列・配石・ 小穴を検Illし、

小穴等から弥生時代の土器片を検出したほか、追加確認潤在では多:li1の弥生土器や若-'I'の輪入関磁器が出土したので．

「塩鶴遺跡Jとして佐賀県遺跡地図に登録し周知を図った。

納所地区は18.lhaを潤査対象とし、 740m'の縄文時代の遺物包含附を確認した。試掘讀査によるIii土遺物は凩躍石

製ナイフ形石器・剥片尖頭器・ 石鏃・磨石・敲石など14点が出土し、 「太田遺跡」と して新たに佐賀県遺跡地図に登

録した。今後上場台地における縄文時代の様相解明の貸重な預料の一つとなる．

平成7・8年度の農林業基盤整脩事業等に係る文化財確認調査および潤在結果に碁づく協議に際しては、多くの方々

に手を煩わし、また、ご迷惑をおかけしている。しかし、農林担当部局、土地改良区、市町村教育委H会、地元関係

者ほかの協力によりほぼ順潤に文化財の保獲と開発との調整を行なうことができた。ここで改めて関係者各位に惑謝

をいたしたい。
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I資料 4 I 

〇農業基盤整備事業に係る埋蔵文化財の保護に関する確認事項

昭和53年4月rn 佐買県敦行委H会教有貶

佐釘県閃林部長

昭和59-l日月lB 改正

農菜騒盤整紺事棠等（以下 「事菜」という）埋蔵文化財保設の潤究（以下 「潤在」という）との関係の潤整につい

ては文化財保護法第57条並びに文化財保護法の一部改正に関する1ll'l(昭和50年5月23日文化庁長も農林省構造改普

局長）の趣后に甚づき、佐賀県農林部と佐釘県敦Y1委U会は次の事項について確認する．

1 文化財保設捐当部局はホ菜の実施予定地区に係る文化財の潤査に当っては当該事業の計画（（，）かつ円沿な実施に

支船が生じないよう措骰するものとする。

2 農業捐当部局は周知の埋蔵文化財包蔵地等における事業の策定に先立ち、事業と文化財保渡との連絡潤整をは

かるため、あらかじめ文化財保護阻当部局と協議するものとする。

3 当該事菜の施行にあたっては前々年度の9月上旬までにi↑両図等を添えて佐打県教n委U会へ述絡し閲整をは

かるのとする．

4 文化財保獲担当部局は当該地区の文化財確認潤究を原則として事業施行前々年度に終了するものとする。また

事業地区の変更等が生じた場合は、ただちに悶業担当部局は文化財保護担当部因に協議する。

5 確認潤在の結果埋蔵文化財が発兄された場合、文化財保護担当部局は当該地区の文化財の保護に関し屈業捐当

部局と協謙し事業計面上やむを付ず破壊される逍跡等について行う発掘躙．布については原則として事業施行llif

年度に終了するよう努めるものとする。

ただし確認潤在の有無にかかわらず工事中に埋蔵文化財が発見された場合農菜捐当部局は工事を一峙中止し

て、文化財捐当部局へその旨述絡し協議するものとする．

6 発掘潤在の促進にあたっては農業担当部局はこれに協力するものとする。

7 事業の実施予定地区に係る埋蔵文化財の潤在に要する経伐は原則として文化財保護担当部局において負相する

ものとする。

ただし、やむを筍ず当該潤在に要する経'l.Yを事菜代のなかで負祖せざるを得ない場合においても当該経f.Yの

うち農家負揖分については文化財保護旧当部局において負捐するものとする．

8 その他事業計画遂行にあたり、文化財保臆について問題が生じた島合はその昴度協譲するものとする。
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w 資料

平成8年度店菜基盤整備事業に係る文化財潤査一屁表

市町H名 地区名 事 稟 名 工事鼠 主幹謬

佐寅;J; 金立t高 駄811場霊偏 10.9ha 塁H菫蝙霜

紐市滲 l.lflll嶋．雙偏 7ha 塁H菫鯛l1l

鱗闘 駐営II場望偏 19.3ha ATT蟄鯛謙

兵庫伍毎 駄営農地遭元資翼利川 35ha 塁H覧蝙讚

兵庫市繹 l'拓地等属地望鍋 IOha 員H驚蝙履

巨勢 1'lli地等虞地望● O.lha 暴H菫蝙閥

L附津市 KL多111(.t場「剛） 駐円畑地奇鑢合土地改良事業 710m 員H望鯛靡

IU・ll!:*C.t属DJII) 駄n畑地罰総合土地改良事濃 2,000m 皇H望儡諜

mi 復IIJ泊,11 森μ鵞蝙1!l

四 T，防治,11 l!jljc霞Ill輝

洒＊“ 予Jliitl,~ tilt霞鯛諜

A栖市 凡栖第2 駄1'!·~改良鑢合整編 塁H霞蝙諜

A栖ll(葬 鶴1'!,~尼改良総合繁tll 員H霰Ill課

鬼 復旧泊山 森け望儡ill

九干/11~ 1横断 匹基幹け辺 1.200m 枯餃繹

多久,11 本多久 鼠営ヽト山間地蟻総介覧綱 10.Sha 塁村覧絹膠

JtJI 団体宮土地改良詑合墾鑓 紅 ha 農H覧編鐸

i付多久 農地寺鉱害llllD 農鳩匹霞

JA¥-1: 紗 復1B治'" 森け菫蝙霞

伯父"' 復IB治th 森け墾綱霞

多久以 ＊録地械緊B整饂 森林覧蝙1l

天,1, 四統合生活環境伐全件 森け覧綱霞

r,7i~t,r, 渚 ふるさ と虞辺緊3望偏 600m 農H望蝙霞

東ク） 嚢地等鮎害IJ(IH 農地保全昂

ド分 員地守鉱害!MID 2.0ha 員地信全轟

域m 塁守紀害t貨lfl 9.Gha 農地保全課

久駅 震地等鉱wi~ro l•.Sh• 農地保全謬

飯11111内2・11 IY18治1J1 all'霞蠣繹

六本囀 復ID計1111 森体竪蠣鰈

今岳 ＂月治 tlJ l!fU覧蝙諜

川内,1 !II硝水濠梗地雹編 i!II'覧鯛諜

人＂岳 生活環境依全林 森体覧鍋繹

I I 』,~ “安林刊理辺望蝙 森林覧綱霞

滝JI線 糟通林迅 1,500m 林政Ill

木須(!ll)l,JI地 L!la総合虞地l!IIR 3.0ha fp万里開拓

＊須l'il:11地 国営緯合農地開R IS.7ha frJi里開拓

＊瀬fil:III~ 国g総合晨地開発 $<.3ha rn, 里開Hi

＊須(ll.上）団地 旧営総合塁地1爾只 14.2ha r, 万呈開拓

;j;1j((浪•-'Gll団地 Ill営総合員地1111兒 7.4ha r, 万星開拓

泊lil~I地 国岱緯介・地開発 11.0ha fp万里開M

武繕iU

“ 
II¥営土地改良総介整偏 農村整鑽鐸

岳I~』 復In沿.~ 森け覧蝙輝

剣谷 復lll~1ll1 点μ覧鯛鵡

lfl·~ij 復IfけII~ 森U覧蝙l'l

*lllcti 予防"'~' ほμ雙Ill諜

紐 ,r, 飯ID 臥宮嶋場繁編 ll.0比 '11111! 鑓l'l

"i't 復18汁IUI 飲U覧蝙諜

詞n1>1 復IR治Ill iiu鷲lllll'l

篇口2'} l~ln~l山 森け鵞蠣諜

k浅婦 復IA治山 岱U覧Ill課

洒三河内 rwra泊~, 1!111'位111謬

Illケ舗 f•J/i治llJ 森体覧Ill鵡
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帽紐JIIM1ii績

罐認瓢頁済 (6.000n/)

罐認鯛t済 (70.000o{)

鐘認属→tf.済 (33,000of)

鴫認属R済( 300of) 

罐認贋頁済 (8,000ni)

罐認瓢忙済 (2.600rri')

耀認111111'済 （ 0命

未羅認llllfi

鳴渇埠踏五

未以地躇任

il;IJ!J邑踏が

罐に瀾だ不雙

纏g肩忙不要

纏鯰讚忙不要

未罐認瓢ii.

罐廣頁済(l~.OOl)a/)

罐認震忙不雙

罐認贋査不雙

罐認讚:ft'!<翌

罐誌讀lf',f(要

纏認震在不要

罐贋在不要

未鐘認路宜

罐認属査済 （ Oaf) 

罐認調紅雙

罐ば調代不要

未罐認舅在

籍認膚R不咬

籍認讚l'i-1'翌

罐在不要

罐舅が不要

譴査不雙

罐じ躙査不咬

讀認綱在済 （ Oar) 

罐躙互済 （ ） 

未確認潤互

北纏認肩在

よ罐認肩R

太罐認讚在

耀認属I£済 （ Orr/) 

確認翼ll'f'要

11111属代不要

罐調忙不要

耀1/l讀が不翌

匹躙た不要

確認綱伐済 ( Ott/) 

耀認讀忙不要

耀認諷だ不要

籍は躙だ不費

纏l/lilllfi.不要

罐鋼伍不製

罐綱た不要

躙面積

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ｝ 

（ ） 

（ Ord) 

Oal 

Ort! 

Oo/ 

Ool 

(7,200m') 

Onf 

Ord 

Olli 

on1 

Onf 

ool 

（ Om') 

Oni 

Onf 

（ ） 

Oni 

Oni 

On/ 

Onf 

Orr/ 

Onl 

（ oni 

（ ） 

（ Oni) 

Oni 

Ont 

Ord 

Ou/ 

ont 

（ On{) 

Orr/ 

o,d 

O.J 

Oid 

OnJ 

Ool 

I資料 i I 
1995.12.15 

遺跡名

金 遺 跡

夏ff這H・久富遭繕

江傾遺紛

!1!111柑!Qlnl

*"遺絣

匹 11!11111111

（樋／口遺鯰隕楼）

未周知

未11d知

ワカヤマ It,リデ

閾遺紛

人闘知

人固知

ぶ闘知

れ周l11

よ闊知

公騒知

よ闘知

上松遺房tUI遺搭

未属知

(RI;(遺匹Ill)

(Ult!!! 煎絣債携）

未IM紅I

米鳥貨i

未鳩kl

*lijl!I 

-l!lM知

よ眉知

9岳置鵡・U藉璽f,!I

和属箕I

未／』知

広漏知

未鳩貨I

却晶知

＂蒻 ＇“虻鵡9頂韮

未J/1111

未JM知

未1』知

末IMJII

未/M知

却U知

末li11月I

和""'

未J.~知

未JII紅I

未)~員1



ぷ町付名 地区名 Ill 薬 名 工事.1l 主幹課 罐認遺跡面積 躙斤面績 遺跡名

大和町 佐貿西昂導水 Ill営水詑 員nuoa~ 錆認瓢宜済( 600rrf) （ 600nrl 

富士「 富士北竿 1,¥8中illlffl地域総令整鑽 6.3切 ・村蟄鋼鼻 績認瓢査済( Onf) （ On/) 

佐買北竿 広械g羹団地員辺覧饂 •OOm 晨村竪蝙鰈 1(認麟査済（ oo/) （ Orr/) 古場遺防

茅原 1号 慣19灼山 411'覧鯛課 未現尾陪衣

Wt< 復IAffnl1 森林繁鯛霞 紐地躇査

Ill;( 償IB泊山 森け菫Ill課 ＊現院

冨lit2号 復IBHt山 森μ望蠣課 よ現地病

鮎の瀬 復IB灼.~ 森U菫蝙靡 ＊現踪査

平 予防泊山 飲μ蟄鑓課 未現地筋在

亦土IJJ 泊山編設修繕 森体墾傭ll 未現地踏忙

天山 広誡総合生活環境保全体 森け繁鯛膿 未現地踏在

天山績高縁 惰遺林辺事秦 600m 林歎謙 纏江躙五不聾 0ば '""'遺跡

小副川績 ，，遁林遺事彙 250m 枯政繹 未現地翔た 未鳩知

llJf-H木編 糟通林氾事棄 500m 体政課 未現地踏.ll: 算野遺跡

鱗倉編 11通林)ll)U! 200m 体取繹 未現地踏仕 未／属知

上誦縁 け婁地絨範合霰Ill 600m け政課 未現地踏.ll' 未属知

宇土嶋 μ集地械総介墾偏 500m 林政鼻 未lJ1地踏在 未鳩知

-*™*縁 け藻地域範合望鑽 500m 旺鐸 未現地踏在 ＊鳩知

東R翫 jJJj:fi動21} 予防治山 森林望傭課 罐認属J't不緊 0111 未漏知

山m 1!111林"内撼助泊Ill 森林望饂讚 罐舅五不要 0111 未鳩知

九千獨山讀Iii 広吊幹林辺 如 μ政麗 纏綱W不要 Oaf ＊知

W扱村 闊ば 償Iり治,~ 森体聾鑽閥 未呪地踏査

Ill頭 予防~Ill』 森林整饂閥 宋現地,a査

高収tlr 生灼環境保全け 滋件望饂謙 ＊現地踏査

三瀕村 向合 生泊環境伐全＃ 森林望鑽靡 未現地踏査

中駄町 ,, 渭［北醇 鱗tllll場雙偏 13.7ha 農H覧●謙 纏Uilll査済 (7,0001'/{) （ ） 野田遭跡・信筐遺請

中ば雨闇 襲宮嶋場望饂 2h● 暴H整儀凛 纏は躙代済 (2,()()()of) （ OOo/) 瓢古貿一本櫛遺跡

九千霧山蠣訴 広域基幹林辺 600m 血繹 鐘鯰躙"ft,!<喪 Oaf H出1号屠ll1h1hll鼻

上峰町 上』t墨 Ill営讀場望饂 農H整鑽朦 罐認.1111'済 (10,000a/) (10,000af) 崖形嵐遺跡

小減町 清＊ 予防治山 森林望饂輝 嬉F躙行不喪 Oaf 未知

出lil 水質保全環境望儀 森林整鑽謙 碩認躙責不緊 Otr! 未馬知

天山 匹総合生活環境保全林 森林整鑽課 纏認属忙不喪 Ord 未M知

夭tlJ編 ふるさと林這緊A望鑽事農 1.200m 畑謬 確認鯛在不喪 Oa/ 疇知

三HH•J 佐賀l'i饗導水 旧営水絡 l1111lllUU 未罐認躙倉

浜王町 浜五 県営」埠改R総合墾偏 員村望鑽繹 罐認属互不要 Od 匹 MU・月員JI

四 予防治山 a林墾鑽課 贖紐舅査不更 On{ 宋周知

椿ct, 地域防災"籟饒合治1I』 g林霰●晟 確認瓢査不要 Oni ＊闊知

惰山 生沿糧J員伐全体 丘林望鑽翼 確 認 虹不甕 Ont 這知

七山村 蒐Illー天川線 広蟻基幹林辺 1.500m 帖政課 未現地閉査 這知

古H 予防泊山 ,ff.I<望鑽讚 未現地閉五

杖Ill 予防泊山 森林望傭繹 朱現地踏五

道太郎～蟹川織 糟通け辺 吟 林政課 米現地陪直 碩知

厳＊町 平Jf 復旧泊山 a林望鑓課 未現尾陪査

天山 広域緯合生活環墳保全林 4H: 整蠣轟 米現地諮直

如If-天川織 広域基幹ll'ill JOOm M政課 未現地防在 未周知

相知町 山口谷 復1B泊,~ a杯聾蠣課 未現地踏

上小域Ill内 復IB泊山 a林覧蠣課 未現踏

n知町 漏慰谷 復旧泊山 g林聾蠣嘉 ＊現地踪n
載Jf 地域災9が賣亀合治山 111l<覧鑽課 未現地踏査

平山 保安け膏糧辺鼈鑽 a杯監蠣課 朱現地踏直

内讀線 枠彰辺総合贄● 珈 林政讚 未現地踏た 未履知

北波多H ＂岳 駄宮中~,1111地域総合雙蝙 ID.Sha 曇U覧蠣繹 罐認舅が済 （ oal) （ ool) 未眉知
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報 告 書 抄

録

ふ り が な

因 名

シリーズ名

シリ ー ズ 番 号

編 絡 者 名

編 秘 機 関

所 在 地

発行年月日

さがけんのうぎょうきばんせいびじぎょうにかかるぶんかざいちょうさほう こくしょ

佐賀県農菜碁盤整偏事菜に係る文化財潤社報告書15

佐双県文化財潤査報告苫

第133集

松尾法博

佐賀県教育委月会

〒84殴 70 佐賀県佐賀市城内 IT目I-59 TEL.0952(24)2111 

1匈 年3月31日

コド 潤査対象i面積
ふりがな 1ふりがな 北綽東経潤 'Ii. 期 間 （確認謂在） l讃査原因

所収遺跡名所在 地 ： ．，． ．，． 
市町村：． 遺跡番号 ha 

I I 佐'賀.県... 
． 

農....業今碁ヽ 盤., 
19950401 

整≪ヽ' 備.庫'ヽ菜" 佐.賀""県'内●い

農林業基盤
502.7ha 

地ら区く内●●9 

竪偏事粟等
19960331 

遺" 跡電 ● 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な迅構 主な遺物 特記耶項

佐買県 船 落 旧石器時代 集落迫構 石器• 土器 確認潤査報告のほかに平

晨菜基盤 経 地 甕棺墓 淘磁器 成 7年度に農業基盤整僻

整偏事業 古 tll 近 代 古 .Ill ほか 事菜に伴い実施された18

地区内 包含附 遺跡の関在概要を所収

遺跡
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市町村名 地区名 事 菓 名 工●量 主幹謙 纏は遺跡面積 舅衰iii檜 遺闊 名

北液多村 丸 復旧泊~. 森林聾鑽騨 未査

肥闘町 寺濤 （上嶋m剛） 鵬営畑地臀総合土地改良事婁 匹 員地保全翼 竃認鯛玉不蔓 On/ 未lM知

斬木湯(J:lllm剛） 嘱t!畑地欝総合土地改良事農 3血• ・地保全繹 未纏U翼葦 未潟知

納所 c.t場m剛） 戴営畑地暑総合土地改良事集 匹 農地伍全課 罐翡綱亙不聾 Ott! ＊闊知

納 （上場田期） 県営畑地鴨総合土地改良事彙 IS.lb亀 員地保全 未狂翼貪 長 1.111,山會D.lll

万買嬰Ill舅2は爆＂＂ 鶴信畑鳩椿総合土地改良事婁 I.Oba ●地保全翼 未現尾踏

田野は場m嗣） 鵬8畑旭得総合土地改良事稟 “ 農燒保全翼 ;l'現 閉 査

納褐 復Ill泊山 “林整鑽属 確認属査不聾 Orri 未属知

犬頻 防Ill林迫成 g袢蟄鑽翼 罐認舅査不聾 Oni 広絹覧l

玄淘町 繋倉 U週 1V剛） 鵠宮畑地書鑢合土地改良事婁 2.1ha 農保全課 耀認属在済 （ Oaf) Oni Ill繍遺給

浜Jf濾U:JilVJII) 曝打畑地暑鑢合土兄改良事婁 2.2ha 員尾保全裏 ”認翼査不賢 oof 未鳩知

浜野漏 (.l:!jj~「Ill) 鵬宮畑地霧饒合土地改良事集 500m ・尾保全麗 ”翼査不賣 Olli 未漏知

山,m Uぢ畑地傷総合土旭改良事婁 Sha ●地保全課 未纏認讀1I. 未属知

山ノBl 賜宮畑地書総合土旭改良事婁 1.500m 員地保全課 未纏認躙た 未漏知

11漏 U週 IV朔J 貼宮熾地暑鑢合土地改良事婁 1.500m 農蛤保全謙 帽認躙賽不雙 Oni 憎I上は平北欝2)

石田 fllB治,,』 G林望鑽翼 罐紅雙 Ord *™ 知
鎮~•r JII鶴 （上場） 県宮畑旭署総合土飽改良事婁 13,2ha 農地保全諷 II認諷た済 (2.000nf) C ） 未闊知

績竹 11¥l'I畑地愕饒合土地改良事集 2.9ha 農地保全繹 確認震壼不更 O.J 太1I1代 (!llt¥'D)

松島 予防泊TI』 ね林望鑽課 罐認鯛在不賽 On/ 未崩知

呼子町 小川島 訪風体滋成 4,000a/ a林望鑽課 未纏認贋在 （小Ill島遺防隣接）

lifil●/ 境ffI If ヤ防泊,1』 尊林聾鑽課 罐認鼻在不賣 Oaf 未属知

境J/2号 予防治山 森林雙鑽繹 確認綱五不賣 On/ 未鳩知

洒布田町 山谷 ふるさ と農辺緊急整偏 員村望鑽課 籍鯛在不賢 On/ 未園知

中尾岳 穫IEI治山 g林望鑽鼻 籍 躙五不賢 Ord 未川知

精n 復1a泊,1, 呻整鑽鰐 踵認震査不賢 Ont 未届知

曲Ill 水資源地域緊a菫懺 迂林聾鯛霞 確認震査不聾 Om 朱鳩知

Ill内町 古場 復IEI治th a林覧鑽課 去現旭躊査

北方町 尺谷 復1B泊th a林覧傭謙 未!JI絶lllf'ff_

以田 予防泊山 “林望鑽課 未現尾踏査

大町町 檜山 農旭等鉱復1B ●遍保全繹 罐匹在不賣 Onf 今,v遺騎

江北町 江北 貼言中,~1111地械鑢合雙鱒 19.4切 a#塁鑽霧 耀認裏l'f済(I釘.000.J) （ ） 鳥湯北遍跡

f(明町 泉 復旧泊,~ 0林塁鑽騨 未現地躇軍

矢 II 予防治11, a林雙鑽靡 未現鳩踏葦

編富町 七鳩 見営土絶改良総合整饂 員村整鑽霞 罐在不聾 Ont 未IM知

太良町 伊福 1i11体1'.tlll場望蠣 農村望鯛露 罐認舅在済( Onil （ On/) 未崩知

鱗Ill 復IS治山 森林蟄鯛霞 未現地踏在

磯 復18泊,11 森体望傭霞 未現地躊査

大野 纂落水鰈ill地望鋼 森林望鑽霞 未現鳩踏査

塩Hl町 牛間1ff 復1日治LH 覇枯望傭課 罐認鯛充不喪 On/ 未闊知

茂手 復lfJ泊111 森林望鯛葬 罐舅在不聾 On/ 未鼠知

殿 l11 償1a治,11 森林望鑽鰹 罐認鯛在不喪 Otd 未周知

鱗野 地域Eli災月鑽総合泊山 森け望鑽鐸 罐llilll豆不聾 Oa/ 朱闊知

／ぎ鼠山 生活環境保全仲 磁け菫蠣厩 纏E鋼丘小ll! on/ 火凧知

竹島山誡 広基幹lt:JII 500m 什政諫 纏U調五不甍 Or,/ 未周知

鱗野縁 II通仲辺 500m 杵政罵 纏立讚在不要 On/ よ闊紅l

兌 野 復旧治山 森fl:蟄鯛課 纏調在不要 Ooi 未闊知

蜻野町 岩瀬戸 復18泊山 森II=菫鑽ll 罐g属 虹 要 Oaf 未蘭知

三T 隻紺水漏山地望鯛 森μ整蠣閥 饉認震豆不賢 Onf 朱闘知

上不動織 け集地域総合覧●事菓 200m 杯政課 鐘認調宜不要 Onf 未蘭紅l

撞繋縁 け藁地鳩総合望懺事霙 400m 林攻鰈 罐認讚豆不要 on/ よ眉旧犀罐石II[貴嫌

千ltID町 佐買東船千1tmorr 凱1'!111湯雙蠣 !Ob.I 農H蟄鯛騨 鍾認属衣中 未眉m
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